
　丹精込めて作ったみかんを手に取り「今年は上々の出来です」と話す片山國昭さんと妻・映子さん。「宮川
という品種は、味にコクがあってとても美味しいです。夏場のビタミン補給や贈答品にハウスみかんはいか
がでしょうか」と、ピークを迎えた収穫作業に精を出していました。（６月10日撮影：山口町杉谷）
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つながる南徳島“元気の道・命の道”ネットワーク

阿南安芸自動車道「日和佐道路」

７月16日㈯ 午後

 全線開通

　日和佐道路は、阿南市から高知県安芸市を結ぶ約110㎞の地域高規格道路「阿南安芸自動車道」のうち、福
井町小野から美波町北河内を結ぶ延長9.3㎞の道路で、阿南安芸自動車道の最初の事業区間として平成７年度に
事業着手されました。
　この度、福井町小野から由岐ＩＣ（インターチェンジ）までの3.1㎞の道路整備が完了することになり、すで
に供用を開始（平成19年５月12日）している由岐ＩＣから美波町北河内までの6.2㎞と併せて、全線開通します。
　阿南安芸自動車道は、四国東南部地域における地域間交流や産業・経済活動の促進、観光地へのアクセス性向
上による観光客数の増加等、地域の活性化に大きな役割を果たす「元気の道」として早期完成が切望されていま
す。また、災害時や救急救命医療時における「命の道」として、その機能が発揮されることに期待が高まってい
ます。

　

四
国
４
県
の
県
庁
所
在
地
を
結
ぶ
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
が
平
成
12
年
３

月
に
完
成
し
、
現
在
は
、
四
国
東
部
や
南
西
部
へ
の
延

伸
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
徳
島
県
南
部
か
ら
高
知
県
東
部
に
は
高
規

格
幹
線
道
路
の
計
画
が
な
く
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
は
、
そ
の
空
白
地
帯
を
地
域
高

規
格
道
路
と
し
て
補
完
す
る
こ
と
で
、
四
国
の
骨
格
軸

と
な
る
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
空
白
地
帯
を
解
消

愛媛県

高知県

香川県

徳島県

高速
ネット

ワー
クの

空白
地帯
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道
路
全
長
は
約
９
・
３
㌔
で
、
車
線
数
は
２
車

線
で
す
。
規
制
速
度
は
時
速
70
㎞
／
ｈ
で
、
国
道

55
号
に
比
べ
て
約
２
・
３
㌔
短
い
た
め
、
所
要
時

間
を
約
６
分
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
雨
な
ど
で
現
国
道
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
場
合
の
迂
回
路
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
事
業
費

　

総
事
業
費
は
約
４
９
４
億
円
で
、
国
と
県
（
22

〜
23
％
）
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

■
整
備
効
果

　

走
行
性
の
向
上
に
よ
り
交
通
事
故
の
減
少
や
、

異
常
気
象
時
や
非
常
時
に
お
け
る
輸
送
路
の
確
保
、

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
（
約
３
千
ｔ

−

Ｃ

Ｏ
２
／
年
）
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
５
つ
の
ト
ン
ネ
ル
　
※
（　

）
内
は
全
長

①
由
岐
ト
ン
ネ
ル
（
１
２
７
９
㍍
）

②
木
岐
第
１
ト
ン
ネ
ル
（
２
５
８
㍍
）

③
木
岐
第
２
ト
ン
ネ
ル
（
２
１
０
㍍
）

④
北
白
浜
ト
ン
ネ
ル
（
４
９
２
㍍
）

⑤
美
波
ゆ
め
ト
ン
ネ
ル
（
１
９
６
８
㍍
）

■
公
募
に
よ
り
命
名

　
「
由
岐
Ｉ
Ｃ
」「
美
波
ゆ
め
ト
ン
ネ
ル
」「
う
み

が
め
橋
」
の
名
称
は
、
公
募
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

日
和
佐
道
路
は
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

歩
行
者
、
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び

１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
自
動
二
輪
は
通
行
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
由
岐
Ｉ
Ｃ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

誤
進
入
（
出
口
か
ら
誤
っ
て
進
入
す
る
こ
と
）
に

注
意
し
て
、
標
識
な
ど
の
案
内
に
従
っ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

四
国
横
断
自
動
車
道
と
連
結
す
る
阿
南
Ｉ
Ｃ（
仮
称
・

下
大
野
町
）
か
ら
高
知
県
の
安
芸
西
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま

で
を
結
ぶ
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
う
ち
、
日
和
佐
道
路

が
整
備
さ
れ
る
区
間
に
あ
た
る
国
道
55
号
は
、
連
続
す

る
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
が
多
く
、
危
険
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
連
続
雨
量
が
３
０
０
㍉
を
超
え
た
場
合
な

ど
、
異
常
気
象
時
に
は
通
行
規
制
（
平
成
元
年
以
降
16

回
・
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
よ
り
）
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
日
和
佐
道
路
の
整
備
が
最
優
先
と
さ
れ
ま
し

た
。

日
和
佐
道
路
っ
て
ど
ん
な
道
？

阿南安芸自動車道の最初の事業区間として整備開始

福井町小野～由岐IC
約3.1㎞

福井町小野～美波町北河内
約9.3㎞

日和佐道路

JR牟岐線

田井ノ浜

1 2
3 4

5

美
波
町
北
河
内

福
井
町
小
野

由
岐
Ｉ
Ｃ

将
来
的
に
福
井
道
路（
仮
称
）に

連
結
し
ま
す
。

由岐トンネル L=1,279m
木岐第１
トンネル 
L=258m

木岐第2
トンネル 
L=210m 美波ゆめトンネル L=1,968m

北白浜トンネル 

L=492m

2.4% 3.0% 4.0% 1.9%
2.0% 0.7%2.1%

3.0%3.0%

▲至徳島 至室戸

▲

0

50

100

150

200
（標高/m）

DL

由岐I.C
国道
55号へ

国道
55号へ

55

地域高規格道路 阿南安芸
自動車

道 L
=約
11
0㎞

奈半利安田道路（仮称）
北川奈半利道路 北川道路（仮称）

東洋北川道路（仮称）

東洋
道路
（仮称） 海部道路（

仮称）

福井
道路

（仮
称）

桑
野

道
路

  うち大山道路

安芸道路（仮称）

日和佐
道路

高知県 徳島県
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四
国
横
断
自
動
車
道

　

阿
南
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
か
ら
徳
島
東
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
間
は
、
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
建
設
会
議
に
お
い
て
新※
１

直
轄
方

式
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
す
で
に

決
ま
っ
て
お
り
、
早
期
の
完
成
を
め
ざ

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
上
岩
脇
地
区
に
お
い
て

用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
、
さ

ら
な
る
事
業
の
進
捗
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
工
事
等
の
進
捗
状
況
】

　

阿
南
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
か
ら
小
松
島
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
区
間
で
、
阿
南
市

内
に
お
け
る
工
事
等
の
進
捗
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
大
野
原
・
渡
り
上
り
地
区
（
大
野
）

　

平
成
20
年
２
月
に
大
野
原
・
渡
り
上

り
地
区
対
策
協
議
会
と
設
計
協
議
の
調

印
が
な
さ
れ
、
用
地
買
収
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
上
岩
脇
地
区
（
羽
ノ
浦
）

　

平
成
21
年
10
月
に
上
岩
脇
地
区
対
策

協
議
会
と
設※
２

計
協
議
の
調
印
が
な
さ
れ
、

今
年
度
か
ら
用
地
買
収
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

▼
新
那
賀
川
橋
（
仮
称
）

　

上
部
工
事
が
７
月
中
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

▼
羽
ノ
浦
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

　

上
岩
脇
地
区
か
ら
小
松
島
市
立
江
地

区
に
抜
け
る
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
今
後
、

工
事
実
施
に
向
け
て
用
地
買
収
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

※
１　

新
直
轄
方
式
と
は
、
高
速
自
動

車
国
道
の
建
設
で
、
高
速
道
路
会
社
に

よ
ら
な
い
国
と
地
方
自
治
体
に
よ
る
新

た
な
直
轄
事
業
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

国
が
施
工
し
、
完
成
後
は
無
料
開
放
さ

れ
ま
す
。

※
２　

設
計
協
議
と
は
、現
地
の
測
量
・

調
査
を
基
に
設
計
さ
れ
た
道
路
構
造
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
水
路
や
付
替
道

路
等
の
構
造
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
す
る
こ
と
で
す
。

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
（
仮
称
）

　

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
（
仮
称
）
は
、
地
域

高
規
格
道
路
「
阿
南
安
芸
自
動
車
道
」
の
最
端

部
に
位
置
し
、
四
国
横
断
自
動
車
道
と
の
連
結

の
要
と
な
る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

桑
野
道
路
は
、
今
年
度
か
ら
事
業
着
手
が
決

ま
り
、
調
査
設
計
費
と
し
て
１
億
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
福
井
道
路
（
仮

称
）
は
事
業
着
手
に
つ
い
て
は
見
通
し
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
、
阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
整
備
促
進
は
、
阿
南
市
民
の
切

な
る
願
い
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
・
県
に
強
く

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
10
日
㈰
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
施

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
和
佐
道
路
全
線
開
通
を
記
念
し
て
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
期
間
中
は
、
日
和

佐
道
路
（
由
岐
Ｉ
Ｃ
〜
美
波
町
北
河
内
）
が
次
の

と
お
り
通
行
止
め
に
な
る
ほ
か
、
一
般
道
等
で
も

大
会
車
両
が
多
数
走
行
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
10
日
㈰　

午
前
７
時
〜
午
後
４
時

日
和
佐
道
路
通
行
規
制　

午
前
５
時
30
分
〜
午
後
２
時
15
分
（
予
定
）

イ
ベ
ン
ト　

▼
光
と
海
ロ
ー
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
阿
南
市
・
美
波
町
主
催
）

▼
自
転
車
の
イ
ベ
ン
ト
「
四
国
の
右
下
」
ロ
ー
ド

ラ
イ
ド
２
０
１
１
（
県
主
催
）

※
い
ず
れ
も
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
特
定
事
業
推
進
課
（
☎
22

−

３

１
９
７
）
へ

高知東部自動車道（高知県）
南国安芸道路（芸西西～安芸西）

阿南安芸自動車道（徳島県）
桑野道路

三
陸
縦
貫
自
動
車
道（
宮
城
県
）

本
吉
気
仙
沼
道
路

那覇空港自動車道
（沖縄県）
小禄道路

国道
55号

国道
195号

日和
佐道
路

県
道
24
号

県
道
19
号

●小野出入口

●由岐IC

平等寺●

桑野町

　川
口

●
わ
じ
き
道
の
駅

那賀町

美波町

スタート

ゴール

阿
南
市

７月中に完成する予定の新那賀川橋（仮称）

平成23年度新規事業化箇所（国直轄事業）
■幹線道路ネットワーク整備
（高規格幹線道路もしくは
　全体事業250億円以上）

自
転
車
イ
ベ
ン
ト

の
ハ
ー
フ

コ
ー
ス
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23
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55

55
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55

55

55

55

195

27

27

24

24

24

24

22

2822
16

19

28

28

35

35

26

26

25

25

阿南IC（仮称）

長生IC（仮称）

桑野IC（仮称）

新野IC（仮称）

小野IC（仮称）

由岐IC

日
和
佐
道
路

阿南市

美波町

1000m 0 1000 2000 3000m

Ｎ

徳島県南部
健康運動公園
徳島県南部
健康運動公園

阿南市役所阿南市役所

新那賀川橋（仮称）新那賀川橋（仮称）

福
井
道
路（
仮
称
）（
約
９
・
６
㌔
）

桑 

野 

道 

路
（
約
６
・
５
㌔
）

日
和
佐
道
路

四
国
横
断

自
動
車
道

■桑野道路
阿南市下大野町渡り上り〜内原町桜木
２車線・設計速度80㎞/h（規制速度は未定）
H12.12.20	 調査区間に指定
H22.	4.30	 徳島東部都市計画道路
	 阿南鳴門線　都市計画決定
H22.	8.23	 社会資本整備審議会の部会で新

規整備の着手が了承される
	H23.	4.	1	 平成23年度公共事業予算発表
　　　　　　事業着手（１億円）

■福井道路（仮称）
阿南市内原町桜木〜福井町小野
２車線・設計速度80㎞/h（規制速度は未定）
H10.12.18	 調査区間に指定
H22.	4.30	 徳島東部都市計画道路
	 阿南鳴門線　都市計画決定
　※事業着手には至っていません。

■日和佐道路	
H	7年度	 事業着手
H11年度　	 工事着工
H19.	5.12	 部分供用（由岐ＩＣ〜美波町北河内）
H23.	7.16	 全線開通予定

地域高規格道路「阿南安芸自動車道」
阿南ＩＣ（仮称）〜小野ＩＣ（仮称）整備概要

Q．地域高規格道路とは
　高規格幹線道路と一体となって地域の

自立的発展や地域間の交流促進、空港・

港湾等の広域交通拠点との連絡等を支え

るために整備していく道路で、連携・交

流・連結の機能により、広域的な地域・

都市構造の形成を実現します。その果た

すべき機能・役割から、沿道や交通状況

に応じて、概ね 60km/h以上の速度サ

ービスを提供できる質の高い道路です。

Q．ハーフインターチェンジとは
　片方向のみ出入り可能なインターチェンジのこと

です。長生ＩＣ（仮称）と新野ＩＣ（仮称）が①に、

小野ＩＣ（仮称）が②に該当します。

出

入

入

出

出 入

入 出

インターチェンジ ハーフインターチェンジ

全方向の入出が可能 片側方向の入出が可能

① ②

豆 知 識
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お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
百
万
円

新
野
町　

神
原
照
夫
様
か
ら
社
会

福
祉
事
業
運
営
基
金
お
よ
び
地
域

福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
去
る
６
月
４
日
、
長
野
県
上
田
市
を
中
心
に
開
催

さ
れ
た
日
本
最
大
の
生
涯
野
球
大
会
（
別
名

：

お
と

う
さ
ん
の
甲
子
園
）
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
毎
回
出
席
し
、
開
会
式
で
来
賓
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
参
加
チ
ー
ム
数
２
０
０
、
参
加
者
約
４
０
０
０
人
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以
上
と
い
う
大
会
は
、
本
格

的
な
球
場
や
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
40
カ
所
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
最
低
で
も
２
泊
３
日
の
滞

在
と
な
り
、
地
元
へ
の
経
済
効
果
も
大
変
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
開
会
式
で
は
、
毎
回
、
全
日
本
生
涯
野
球
連
盟
会

長
大
塚
　
寛
、
名
誉
大
会
長
古
葉
竹
識
（
元
広
島
カ

ー
プ
優
勝
監
督
）、
母
袋
創
一
（
上
田
市
長
）、
水
島

新
司
（「
あ
ぶ
さ
ん
」
日
本
一
の
野
球
漫
画
家
）、
不

肖
阿
南
市
長
の
私
を
含
め
10
人
近
く
の
来
賓
が
、
１

人
１
分
間
以
内
と
い
う
〝
ま
ば
た
き
の
挨
拶″
を
し

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
勢
揃
い
し
た
各
チ
ー
ム
は
、

チ
ー
ム
紹
介
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
と
も
に
、
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
裏
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
に
着
席
。
来
賓
は
、
バ

ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ス
タ
ン
ド
に
向
か
っ
て
挨
拶

を
す
る
と
い
う
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
開
会
式
で
す
。

　
こ
の
大
会
の
発
端
は
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
是

−
お
と
う
さ
ん
の
甲
子
園

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

決
定
通
知
書
等
の
送
付

　

富
岡
町
の
第
1
期
計
画
区
域
に
係

る
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
賦

課
決
定
を
7
月
に
行
い
納
入
通
知
書

を
発
送
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、

賦
課
決
定
お
よ
び
納
入
通
知
書
は
、

8
月
上
旬
に
発
送
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
第
1
期
の
納
付
期
限
（
8

月
31
日
）
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
未
供
用
区
域
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
供
用
開
始
と
な
る
ま
で
負

担
金
の
徴
収
を
延
期
で
き
る
猶
予
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
猶
予
対
象
と
な

る
土
地
で
も
猶
予
申
請
書
が
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
納
入
通
知
書
を
発

送
し
、
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
猶
予
申
請

書
を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
7
月
15
日

㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
負
担
金
を
納
付
さ
れ
る
方

で
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

7
月
15
日
㈮
ま
で
に
金
融
機
関
の
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

−

１
７
９
６
）
へ

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
22
年
度
の
施
行
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

※
「
取
下
げ
」
と
は
、
開
示
請
求
が

あ
っ
た
後
、
請
求
者
が
取
り
下
げ
た

も
の
を
い
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
行
政
情
報
課
（
☎

28

−

９
８
８
５
）
へ

情報公開・個人情報保護の施行状況 （単位：件）

開示
請求

処理
件数

処　理　の　状　況

公開率
開示 部分

開示 不開示 不存在等 取下げ

情報公開 63 65 22 34 4 3 2 93.3％

個人情報 0 0 0 0 0 0 0 0％

公開率（％）＝
開示件数＋部分開示件数

╳	100
処理件数−（不存在等件数＋取下げ件数）

非
が
問
わ
れ
て
い
た
30
年
前
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

と
し
て
、と
み
に
有
名
に
な
っ
た
吉
松
俊
一
先
生（
千

曲
中
央
病
院
名
誉
院
長
）
が
、「
何
は
と
も
あ
れ
試

合
を
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
英

断
。
試
合
当
日
は
、
大
掛
か
り
な
救
護
班
が
編
成
さ

れ
、
内
科
医
も
常
駐
さ
せ
、
血
圧
計
や
強
心
剤
ま
で

準
備
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
た
。
結
果

は
、
平
穏
無
事
に
終
了
。
楽
し
い
大
会
だ
っ
た
と
大

好
評
を
得
、
以
来
、
年
々
大
掛
か
り
な
大
会
と
し
て

成
長
し
、
現
在
で
は
、
佐
川
急
便
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
等
々
多
く
の
ス

ポ
ン
サ
ー
が
つ
く

大
会
と
成
長
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
は
、

私
た
ち
の
阿
南
で
、

70
歳
以
上
の
選
手

６
０
０
人
が
参
加

し
た
西
日
本
古
希

野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
近

い
将
来
、「
お
と

う
さ
ん
の
甲
子

園
」
阿
南
版
を
開

き
た
い
も
の
で
す
。
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徳
島
東
部
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
見

直
し
素
案
」の
意
見
募
集

　

現
在
、
徳
島
県
で
は
阿
南
市
の
都

市
計
画
区
域
を
含
む
徳
島
東
部
都
市

計
画
区
域
で
、
次
の
計
画
の
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

計
画　
徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）

内
容　
今
後
10
年
間
の
都
市
計
画
の

基
本
的
な
方
向
を
示
す
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
素
案
で
す
。

募
集
期
間　
７
月
20
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

県
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
８

−

６
２
１

−

２
５
６

５
）
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

悪
質
商
法
に
注
意
を

　

７
月
24
日
㈰
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移

行
す
る
こ
と
に
便
乗
し
、
総
務
省
や

放
送
事
業
者
を
か
た
り
信
用
さ
せ
て
、

工
事
を
契
約
さ
せ
る
悪
質
商
法
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
機
関
、
放
送
事
業
者
の
関
係

者
が
地
デ
ジ
対
応
の
工
事
を
理
由
に

現
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　

急せ

か
さ
れ
て
も
、
慌
て
て
契
約
や

支
払
い
を
せ
ず
、
総
務
省
「
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
（
０

７
）
０
１
０
１
」
ま
た
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
☎
24

−

３
２
５
１
）
へ

同
和
問
題
講
演
会
の
ご
案
内

日
時　
７
月
30
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
１
時
受
付
）

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

講
師　
全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
会

長　

中
尾
由
喜
雄
さ
ん

演
題　
「
人
と
人
が
つ
な
が
る　

ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
」
〜
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
教
え
た
も
の
〜

※
入
場
無
料

※
託
児
室
（
１
〜
６
歳
程
度
）
を
ご

利
用
の
方
は
、
７
月
22
日
㈮
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
ま
た
は
人

権
教
育
課
（
☎
22

−

３
３
９
２
）
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
７
月
１
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
（
一
部
免
除
）
制
度
」
や
「
若

年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
、配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）
の

前
年
所
得
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
分
（
平
成
22
年
７

月
分
か
ら
平
成
23
年
６
月
分
ま
で
）

の
免
除
申
請
は
、
７
月
末
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
年

金
手
帳

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま

た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
所
得
要
件
等
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

交
換
予
定
地
区　
新
野
・
山
口
・
椿

・
椿
泊
・
長
生
・
大
野

期
間　
７
月
〜
12
月
（
予
定
）

※
交
換
実
施
時
に
は
、
事
前
に
各
戸

に
通
知
し
ま
す
。

●
水
道
料
金
は
納
期
内
納
付
を

　

水
道
事
業
は
市
民
の
皆
様
の
水
道

使
用
料
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
料

金
は
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

阿
南
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
24
年
4
月
に
採
用
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
受
験
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
平
成
23
年
7
月
1
日
㈮
〜
11
日
㈪

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
7
月
1
日
以
降
に
お
渡
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
試
験
案
内

お
よ
び
申
込
書
等
は
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
職
員
採
用
情
報
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
必
ず
「
書
留
郵
便
」
に
し
、
7
月
11
日
消
印
の
も

の
ま
で
有
効
で
す
。
試
験
区
分
・
受
験
資
格
等
は
左
記
表
の
と
お
り
で
す
。

※
他
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
区
分
お
よ
び
日
程
等
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

注
意　
１
．
上
級
土
木
技
術
職
員
の
教
養
試
験
お
よ
び
専
門
試
験
は
、
大
学
卒

業
程
度
の
筆
記
試
験
で
す
。

２
．
看
護
師
の
教
養
試
験
お
よ
び
専
門
試
験
は
、
短
期
大
学
卒
業
程
度
の
筆
記

試
験
で
す
。

３
．
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
の
み
行
い
、
平
成
23
年
８
月
下

旬
ご
ろ
に
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ	

第
一
次
試
験
日　
全
職
種		

平
成
23
年
７
月
24
日
㈰

試
験
会
場　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　
研
修
室

看

護

師

土
木
技
術

職　
　
員

試　
験　
区　
分上

級

２
人
程
度

４
人
程
度

採
用
予
定

人　
　
員

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看

護
師
免
許
を
有
す
る
者
お
よ
び
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験

に
合
格
す
る
見
込
み
の
者

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受　
　
験　
　
資　
　
格
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と

は
、
中
山
間
地
域
等
の
農
用
地
に
お

い
て
、
傾
斜
、
面
積
等
一
定
の
要
件

を
満
た
し
、
５
年
間
以
上
農
業
生
産

活
動
を
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
農

業
者
等
に
対
し
て
、
交
付
金
が
交
付

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

本
年
度
、
新
た
に
当
該
制
度
の
認

定
申
請
を
希
望
さ
れ
る
集
落
は
、
７

月
29
日
㈮
ま
で
に
集
落
協
定
認
定
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
農

林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水
産
課
（
☎

22

−

１
５
９
８
）
へ 　市役所周辺の商店街などを会場

に開幕パレード、阿波踊り競演大会、花火大会な
ど今年も多彩な催しで阿南の夏を盛り上げます！
くわしくは市ホームページをご覧ください。
■夏まつり期間中の交通規制を実施します。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力ください。

問　商工観光労政課（☎22−3290）へ

野
球
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
・
記
録
員
等

養
成
講
習
会　
参
加
者
募
集
！

日
時　
７
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
２
時
、
17
日
㈰
お
よ
び
18
日
㈷

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
お
よ
び
ア
グ

リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

対
象　
高
校
生
以
上

申
込
期
限　
７
月
６
日
㈬

参
加
料　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の

ま
ち
推
進
課
（
☎
22

−

１
２
９
７
）

へ球
場
へ
行
こ
う
！	

７
月
の
日
程

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
観
光
ツ
ア
ー
試
合

７
月
２
日
㈯　

午
後
１
時
〜　

市
民
球
場
（
福
井
）

参
加
：
大
阪
ク
ラ
ブ

マ
ル
ハ
ン
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ

（
徳
島
県
予
選
軟
式
野
球
大
会
）

３
日
㈰
、
10
日
㈰
、
17
日
㈰
、
18
日

㈷
の
午
前
９
時
〜

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
徳
島
大
会

30
日
㈯
、
31
日
㈰

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推
進

課
（
☎
22

−

１
２
９
７
）
へ

「あなんくん」

男
女
共
同
参
画
事
業

さ
さ
ゆ
り
通
信	

（68号）

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

「
家
族
で
パ
ン
を
使
っ
た
朝
食
づ
く

り
」
参
加
者
募
集

　
「
自
分
で
作
る
か
ら
楽
し
い
、
み

ん
な
で
食
べ
る
か
ら
も
っ
と
お
い
し

い
」
朝
食
は
一
日
の
活
動
パ
ワ
ー
の

源
、
夏
休
み
の
朝
食
づ
く
り
を
家
族

の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
、
そ
し
て
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
で
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

募
集
定
員　
15
組
（
小
学
１
年
生
以

上
１
人
に
対
し
て
大
人
１
人
を
１
組

と
し
ま
す
。）

日
時　
７
月
26
日
㈫　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

場
所　
富
岡
公
民
館　

調
理
室

参
加
費　
材
料
費
と
し
て
１
組
７
０

０
円
が
必
要
（
当
日
集
金
）

講
師　
久
積
満
智
子
さ
ん
「
手
づ
く

り
パ
ン
工
房
ま
ち
こ
」

申
込
方
法　
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

７
月
20
日
㈬
ま
で
に
は
が
き
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

−

８
５

０
１　

阿
南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12
番

地
３　

男
女
共
同
参
画
室
（
☎
22

−

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

−

４
７
８
５
）

へ船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
開
館

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時　
７
月
24
日
㈰　

午
後
１
時
〜

内
容　
▼
『
キ
ン
グ
＆
ヤ
ン
グ
』
に

よ
る
屋
外
ラ
イ
ブ
▼
７
月
24
日
㈰
と

26
日
㈫
の
２
日
間
、
入
浴
料
は
無
料

で
す
。
▼
記
念
品
（
花
の
苗
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
24
日
㈰
先
着
３
０
０
人
、

26
日
㈫
先
着
１
５
０
人
）

同
時
開
催　
船
瀬
と
れ
と
れ
市
（
地

元
で
と
れ
た
魚
貝
類
・
農
産
物
の
直

売
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

問
い
合
わ
せ
は　
船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

−
３
０
３
０
）
へ

７月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

21日㈭ 阿南アピカ 西路見町 10:15〜12:30
14:00〜16:30

22日㈮ 阿南市役所 富 岡 町  9:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088−631−3200）へ

阿南の夏まつり
７月24日㈰〜26日㈫

阿南市役所

牛岐城趾公園 阿南警察署

JR阿南駅24～26日　18:30～22:30
通行止め区間

24～26日　19:30～22:30

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

阿
南
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
阿
南
市
商
工
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、
次
の
期

間
に
お
い
て
、
募
集
要
項
等
関
係
書

類
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
15
日
㈮
〜
８
月
18
日
㈭

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
募
集
要
項

を
公
表
し
ま
す
。
関
係
書
類
は
左
記

窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政
課

（
☎
22
―
３
２
９
０
）
へ
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あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

35件（  157）
0人（    4）

39人（  194）

救　　急 件 数
搬送人員

226件（1,256）
218人（1,217）

火　　災
件 数
損 害 額

2件（ 25）
14,509千円

（29,436千円）
●阿南署管内平成23年5月分合計　(　)内は1月からの累計

シリーズ
災害に備える

№３

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会

の
ご
意
見

　

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会
と
の
意
見

交
換
会
を
、
４
月
20
日
か
ら
５
会
場

で
開
催
し
、
東
日
本
大
震
災
時
の
阿

南
市
沿
岸
地
域
に
お
け
る
避
難
行
動

や
防
災
体
制
に
お
け
る
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
富
岡
地
区
の
意
見
等
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
富
岡
地
区　

（
４
月
21
日
：
富
岡
公
民
館
で
開
催
）

・
避
難
所
、
避
難
経
路
の
見
直
し

・
防
災
無
線
の
整
備

・
自
主
防
災
会
と
の
意
見
交
換
会
の

　

開
催
と
連
携

・
避
難
情
報
等
の
連
絡
体
制
の
構
築

・
商
店
街
、
農
家
等
と
の
食
糧
・
薬

品
確
保
の
た
め
の
協
定

※
次
号
で
は
、
見
能
林
地
区
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
避
難
勧
告
」と

「
避
難
指
示
」の
違
い

　

災
害
時
に
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ

て
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」

を
発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
避
難
勧
告
」
は
避
難
を
勧
め
促

す
も
の
で
す
。「
避
難
指
示
」
は
被

害
の
危
険
が
切
迫
し
た
と
き
に
発
せ

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、「
避
難
勧
告
」
よ
り
「
避

難
指
示
」
の
方
が
拘
束
力
が
強
く
、

「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
所
定
の
避
難
場
所
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
連
絡
先

災
害
対
策
本
部　
☎
22

－

３
８
５
４

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

−

９
１
９
１
）
へ

被
災
地
支
援
本
部
に
届
け
ら
れ
た
義
援
金

　

６
月
15
日
現
在
の
受
付
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
義
援
金　

９
５
０
万
６
７
１
７
円

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

３
人

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

−

７
２
８
８
）
へ

■
税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

　

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が

受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉

所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税

の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住

民
税
、
固
定
資
産
税
等
の
特
例
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
税
務
署
（
☎

22

−

０
４
１
４
）ま
た
は
税
務
課（
☎

22

−

１
１
１
４
）
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
８
日
の
間
、

気
仙
沼
市
大
島
で
、
災
害
派
遣
支

援
員
と
し
て
支
援
物
資
の
搬
入
、

仕
分
け
、
配
給
、
在
庫
管
理
の
業

務
を
行
っ
た
。

　

滞
在
中
、
水
道
が
復
旧
し
た
こ

と
。
民
宿
が
二
次
避
難
所
に
な
っ

た
こ
と
。
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
仮
設
住
宅
が
完
成
す
る
な
ど
生

活
環
境
は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

一
方
で
届
け
ら
れ
る
物
資
の
量

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
不
安
を

感
じ
な
が
ら
仕
分
け
作
業
を
行
っ

た
。
仕
分
け
を
し
た
翌
朝
、
各
自

治
会
の
代
表
が
物
資
の
受
取
り
に

来
る
。
物
資
の
配
給
は
、
自
治
会

組
織
の
ま
と
ま
り
か
ら
物
資
が
世

帯
数
や
人
口
に
満
た
な
く
て
も
混

乱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

支
援
活
動
に
参
加
し
て
感
じ
た

の
は
、
地
震
や
津
波
は
何
時
ど
の

よ
う
な
場
所
で
遭
遇
す
る
か
わ
か

ら
な
い
。
ま
ず
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
と
い
う
意
思
で
避
難
行
動

を
と
る
こ
と
。

　

支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
は
大
勢
い
る
。
し
か
し
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
が
確
実

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

　

阿
南
市
は
海
岸
域
や
山
間
部
を

有
し
、
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た

場
合
、
被
害
の
状
況
は
地
域
に
よ

り
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

災
害
発
生
後
は
一
日
も
早
い
支
援

が
必
要
に
な
る
。
一
人
よ
り
多
く

の
方
が
共
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
地
域
の
組
織
づ
く
り
や

地
域
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

大
島
で
は
、
瓦
礫
の
撤
去
な
ど

手
つ
か
ず
の
所
も
あ
っ
た
が
、
職

を
失
っ
た
地
元
青
年
や
県
外
で
働

い
て
い
た
青
年
が
帰
省
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
復
旧
作
業
に
関
わ
る

姿
を
見
た
時
、
大
島
の
地
域
の
絆

の
強
さ
を
感
じ
た
。

秘
書
広
報
課　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

芳
幸　

地
域
の
絆

被災地
からの
メッセージ

救援物資を運び入れるようす。
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国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の皆様へ

▼限度額認定証の更新時期です
　現在お持ちの認定証の有効期限は７月31日㈰です。８月以降も認定証が必要な方は、交付申請
手続きをしてください。手続きは、国民健康保険加入者の方は保険年金課で、後期高齢者医療制度
加入者の方はながいき課で、それぞれ手続きしてください。
受付開始　７月１日㈮〜
申請に必要なもの　被保険者証、印鑑　
※住民税非課税世帯の方は、入院時の領収書または証明書が必要な場合があります。

▼入院時の自己負担限度額等の支払いについて
　70歳未満の方は、入院時に「限度額認定証」を医療機関の窓口に提示することで、医療費（１
カ月ごと）の支払金額が、自己負担限度額までで済みます。また、住民税が非課税世帯の場合は、
食事代も合わせて減額されます。
　70歳以上の国民健康保険加入者および後期高齢者医療制度に加入されている方で、住民税非課
税世帯の場合は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示することで、入院時の自己負担限
度額や食事代が減額されます。

▼後期高齢者医療被保険者証を８月に更新します
　現在お持ちの「後期高齢者医療被保険者証」の有効期限は７月31日㈰です。８月１日㈪以降は
使用できませんのでご注意ください。
　なお、新しい被保険者証（緑色）を７月中に送付いたします。新しい被保険者証の裏面に臓器提
供意思表示欄が設けられましたので、記入にご協力ください。

問い合わせは　国民健康保険に関することは、保険年金課（☎22−1118）へ
　　　　　　　後期高齢者医療に関することは、ながいき課（☎22−8064）へ

日帰り人間ドックの受診者を追加募集します
受診対象者
・阿南市国民健康保険被保険者で平成23年４月１日から継続して加入している方。
・国民健康保険税を完納している（過年度分の滞納がない）世帯の方。
・申し込み時、満30歳以上で、受診時満74歳以下の方。また、今年度特定健診を受診される方は
ご遠慮願います。
個人負担額　受診者１人につき	13,000円	 	 	
募集定員　90人程度（募集定員を超えた場合は抽選となります）
受診場所・受診期間
・阿南医師会中央病院　平成24年１月〜２月　男性のみ（消化管検査は胃カメラ検査となります）	
・岩城クリニック　平成23年８月〜平成24年３月
・玉真病院　平成23年８月〜平成24年３月
申込方法　はがきに郵便番号・住所・氏名・生年月日・電話番号・保険証の記号番号を明記のうえ、
次のところへ郵送してください。７月11日㈪消印有効です。
申込み先　〒774−8501阿南市富岡町トノ町12番地３　阿南市保険年金課人間ドック担当　宛
問い合わせは　保険年金課（☎22−1118）へ
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文
部
科
学
大
臣
表
彰

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し

の
ポ
ケ
ッ
ト
」（
那
賀
川
町
）

　

同
町
の
主
婦
ら
に
よ
り
平
成
４
年

に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
の
上
演
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
優

秀
実
践
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

優
秀
団
体
表
彰

阿
南
市
水
泳
連
盟

　

㈶
日
本
水
泳
連
盟
に
よ
る
平
成
22

年
度
優
秀
団
体
表
彰
式
が
２
月
１
日

に
行
わ
れ
、
阿
南
市
水
泳
連
盟
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
南
市
水
泳
連
盟
は
、
昭
和
43
年

４
月
に
阿
南
市
体
育
協
会
に
加
盟
し

て
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
水
泳
競
技

の
普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

36
年
に
も
及
ぶ
親
子
水
泳
教
室
で
は
、

子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
や
親
子
の
触

れ
合
い
の
場
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
着
衣
に
よ
る
水
泳
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
、
水
の
事
故
防
止

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
表
彰

■
個
人

荒
瀬
孝
之
さ
ん
（
富
岡
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
指
定
自
動

車
教
習
所
協
会
会
長
と
し
て
、
交
通

安
全
思
想
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

井
内
英
二
さ
ん
（
富
岡
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
す
し
商
生

活
衛
生
同
業
組
合
の
役
員
と
し
て
、

保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

大
坂
利
弘
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
、
環
境
保

全
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
松
谷　
仁
さ
ん
（
才
見
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
環
境
保
全

協
会
の
役
員
と
し
て
、
環
境
保
全
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

折
野　
博
さ
ん
（
椿
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
市
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

島
田
節
男
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
中
央
漁
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
等
と
し
て
、

水
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

富
永
恒
男
さ
ん
（
長
生
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
施
設
に

お
い
て
、
理
髪
サ
ー
ビ
ス
の
奉
仕
活

動
に
努
め
ら
れ
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
尾
正
一
さ
ん
（
宝
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
共
済
生
活

協
同
組
合
の
役
員
等
と
し
て
、
労
働

者
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
団
体

那
賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
実

行
委
員
会

　

多
年
に
わ
た
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
藍
青
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
文
化
活
動
な

ど
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
児
童
や

生
徒
、
団
体
を
称
え
る
平
成
22
年
度

徳
島
県
藍
青
賞
（
後
期
）
の
表
彰
式

が
２
月
26
日
に
行
わ
れ
、
次
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）

羽
ノ
浦
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

■
運
動
競
技
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）

　

徳
島
県
国
体
弓
道
少
年
少
女
選
抜

チ
ー
ム　

石
田
沙
織
（
当
時
：
富
岡

西
高
校
３
年
）

■
研
究
・
制
作
・
表
現
活
動
等

黒
田　

卓
（
当
時
：
富
岡
小
６
年
）

大
川
実
咲
（
当
時
：
阿
南
中
３
年
）

　

第
45
回
阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

式
、
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰
式

が
、
５
月
24
日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
で

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

■
教
育
功
労
者

学
校
教
育

　

阿
瀬
川
久
美
子
・
江
口
増
代
・
坪

井
壽
美
代
・
石
川
悦
子
・
大
前
美
知

子
・
山
本
明
子
・
谷　

清
美
・
片
山

友
子
・
中
山
道
子
・
芝
原
功
一
・
吉

原
弘
子
・
齋
藤
初
美
・
吉
原
知
明
・

古
森
茂
男
・
中
村
裕
文
・
田
中
典
子
・

小
倉
泰
夫
・
幸
泉
信
次
・
水
田
み
ゆ

き
・
清
田
和
良
・
二
宮　

章
・
住
友

公
美
・
杉
原
恵
子

社
会
教
育

　

安
部
和
子
・
粟
田
正
治
・
岡
本
新

三
郎

寄
附

　

埴
渕
政
美

■
阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者

体
育
功
労
者

　

鶴
羽
国
利
・
数
藤
美
洋
・
稲
生
哲

也
・
北
條
春
樹
・
小
栗
平
盛
・
五
孝

恵
治
・
山
田
浩
司
・
松
田
久
義
・
高

鶴
昇
志
・
森
本
正
人
・
絹
川
貞
夫
・

臼
木　

崇
・
野
々
宮
礼
子
・
杉
本　

敏
・
西
本
智
彦
・
西
改
市
子
・
渡
辺

英
夫
・
神
野
博
吉
・
藤
野
博
文
・
金

谷
芙
美
代
・
江
川
彰
則
・
村
上
か
お

り

体
育
優
秀
者
・
団
体

　

富
岡
東
高
等
学
校
女
子
剣
道
部
・

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
・
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

女
子
剣
道
部
・
第
65
回
国
体
ホ
ッ
ケ

ー
少
年
男
子
県
選
抜
チ
ー
ム
・
武
知

実
波
・
前
川
寿
美
・
平
尾　

茂
・
久

保　

圭
・
宮
本
慎
也
・
石
田
沙
織
・

黒
岩
由
実
・
安
村
泰
輝
・
多
田　

将
・

池
内
莉
紗
・
井
戸
千
歳

体
育
奨
励
賞

　

Ｆ
Ｃ
ソ
シ
オ
ス
・
加
茂
谷
白
龍
・

は
の
う
ら
Jr
新
体
操
ク
ラ
ブ
・
長
生

小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・

羽
ノ
浦
中
学
校
男
子
剣
道
部
・
椿
町

那
賀
川
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
・
那
賀
川
中
学
校
男
子
剣
道
部
・

阿
南
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
・
阿
南
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
阿
南
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
団

体
・
田
中
皓
己
・
井
村
明
日
香
・
井

村
隆
二
郎
・
武
知
虎
南
・
竹
内
翔
雅
・

延
口
美
咲
・
中
西
弘
典
・
市
瀬
知
美
・

阿
井
佳
乃
・
岩
原
明
音
・
名
田
美
羽

花
・
島
野
朱
理
・
井
上
勇
太
・
米
田

龍
太
郎
・
廣
瀬
あ
や
・
羽
坂
瑞
紀
・

北
本
恵
里
奈
・
吉
積
沙
瑛
・
森
吉
瑠

璃
子
・
横
手
美
緒
・
前
田
あ
ゆ
み
・

川
口
優
香
・
吉
成
佑
奈
・
佐
竹
光
太
・

前
里
実
希
・
中
西
玲
香
・
末
廣
佳
奈
・

稲
田
悠
人
・
鎌
田　

陽
・
山
本　

巧
・

龍
田
淳
史
・
溝
木
竣
也
・
松
本
明
奈
・

山
﨑
幸
輔
・
東
野
瑠
架
・
岡　

俊
江
・

杉
本
美
繰
・
前
川
彩
香
・
滝
口
羽
瑠

佳	

（
敬
称
略
）

阿
南
市

教
育
・
体
育
功
労
者
表
彰

受
賞

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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津
波
対
策

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を

機
に
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
央
防

災
会
議
を
開
催
し
、
今
後
各
地
で
予
想

さ
れ
る
地
震
の
被
害
想
定
や
地
震
・
津

波
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
県
に
お
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
南
海
・
東
南
海
・
東
海

の
３
つ
が
連
動
し
て
発
生
す
る
地
震
の

対
応
と
し
て
、「
地
震
津
波
減
災
対
策

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
見
直
し
を
行
う
と
の
こ
と

で
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
月
下
旬

に
沿
岸
の
５
つ
の
地
域
の
自
主
防
災
会

及
び
沿
岸
地
域
に
立
地
す
る
企
業
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
皆
様
方
か
ら

は
津
波
浸
水
予
想
図
な
ど
の
早
期
見
直

し
や
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
見
直
し
、

及
び
整
備
等
に
つ
い
て
の
御
意
見
や
御

提
言
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
国
及

び
県
の
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
基
本
に
、

市
の
地
域
防
災
計
画
の
津
波
対
策
と

の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、
本
市
に

お
け
る
津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し

を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
の
大
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
際
の
避
難
行
動
に
今
後
の

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
点
と

い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
津

波
に
関
す
る
防
災
意
識
を
お
持
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
た
こ
と
か
ら
、
保
育
所
や
幼

稚
園
、
ま
た
小
・
中
学
校
で
の
防
災

教
育
の
実
施
や
、
自
主
防
災
会
を
通

じ
て
津
波
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

の
普
及
や
啓
発
を
実
施
し
、
津
波
避

難
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

防
災
公
園
整
備
事
業

　

津
波
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

21
年
度
か
ら
25
年
度
の
５
カ
年
計
画

で
、「
津
乃
峰
地
区
」、「
橘
地
区
」

及
び
「
ゆ
た
か
野
地
区
」
の
３
地
区

に
お
き
ま
し
て
、
一
時
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
有
し
た
防
災
公
園
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、

津
乃
峰
地
区
防
災
公
園
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
22
年
度
に
か
け
て
、
実
施

設
計
及
び
用
地
買
収
を
行
い
、
本
年

度
か
ら
造
成
工
事
等
に
着
手
い
た
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

橘
地
区
防
災
公
園
は
、
平
成
21
年

度
に
実
施
設
計
を
、
22
年
度
に
は
備

蓄
倉
庫
、
ト
イ
レ
の
建
設
及
び
照
明

灯
の
設
置
工
事
を
、
本
年
度
は
多
目

的
広
場
の
芝
生
の
植
栽
を
行
い
、
当

初
の
計
画
よ
り
早
く
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　

ゆ
た
か
野
地
区
防
災
公
園
は
、
平

成
21
年
度
に
実
施
設
計
及
び
用
地
買

収
を
行
い
、
22
年
度
は
備
蓄
倉
庫
の

建
設
、
公
園
整
備
第
１
期
工
事
、
耐

震
性
貯
水
槽
連
絡
管
布
設
工
事
及
び

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
を
、
今
年

度
は
公
園
整
備
第
２
期
工
事
及
び
ト

イ
レ
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
施
設
耐
震
化

　

耐
震
補
強
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
見
能
林
小
学
校
、
今
津
小
学

校
、
羽
ノ
浦
小
学
校
の
校
舎
棟
３
棟
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
６
月
に
入
札
を
行
い
、
工
事

に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
に

つ
い
て
で
す
が
、
阿
南
第
一
中
学
校
に

つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
期
工
事
に
引
き

続
き
管
理
棟
建
設
の
第
２
期
工
事
に
着

手
し
て
お
り
、
現
在
、
既
設
管
理
棟
の

解
体
工
事
を
完
了
し
、
新
し
い
管
理
棟

の
建
設
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

那
賀
川
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

校
舎
棟
改
築
に
伴
う
く
い
打
ち
工
事
を

５
月
上
旬
に
完
了
し
、
現
在
、
建
物
本

体
の
建
設
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
校
舎
改
築
に
係
る
実
施
設

計
を
精
力
的
に
進
め
て
お
り
、
実
施
設

計
完
了
後
、
計
画
的
に
校
舎
改
築
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設

　

設
計
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
株

式
会
社
日
建
設
計
大
阪
オ
フ
ィ
ス
に

業
務
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
基
本
設

計
が
、
本
年
３
月
に
完
了
し
、
引
き

続
き
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
設
計
は
、
基
本
設
計
に
基
づ

い
て
、
細
部
に
わ
た
り
検
証
を
行
い
、

工
事
実
施
に
必
要
な
図
面
等
の
作
成

を
行
う
も
の
で
、
来
年
２
月
の
完
了

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
に
新

庁
舎
建
設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
27

年
末
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
庁
舎
の
一
部
を
利
用
し
な
が

ら
建
て
替
え
を
行
う
２
段
階
方
式
と

し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
工
事
期

間
中
は
旧
阿
南
保
健
所
や
那
賀
川
支

所
及
び
羽
ノ
浦
支
所
な
ど
を
仮
庁
舎

と
し
て
併
用
し
て
使
用
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
混

乱
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
広
報
等

を
通
じ
て
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送　
　
　

へ
の
対
応

　

本
年
７
月
24
日
正
午
に
、
テ
レ
ビ

の
地
上
波
の
放
送
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
６
月
議
会
が
６
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
さ
れ

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
者
の
営
業
エ
リ
ア
以
外
の
地
域
の

情
報
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
情
報
通

信
基
盤
施
設
を
整
備
し
、
昨
年
４
月
か

ら
市
内
の
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

者
２
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
市
内

全
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
体
制
を

整
え
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

一
方
、
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

者
の
営
業
エ
リ
ア
内
の
一
部
地
域
に
お

き
ま
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
の
御
要
望
が
ご
ざ

い
ま
す
場
合
に
は
、
民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
対
応
で

き
ま
す
よ
う
整
備
す
る
こ
と
が
、
一
般

社
団
法
人
阿
南
情
報
整
備
機
構
に
よ
る

調
整
に
よ
り
合
意
さ
れ
、
ほ
ぼ
整
備
が

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て

視
聴
し
て
い
た
世
帯
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
加
入
す
る
場
合
の
補
助
や
、
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
、
デ

ジ
サ
ポ
徳
島
と
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
の
支
援
策
に
協
力
し

な
が
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

移
行
を
間
近
に
控
え
、
６
月
27
日
か
ら

８
月
25
日
ま
で
の
間
、
市
役
所
に
お
き

ま
し
て
地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
、
両
支
援

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て

引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業

　

こ
れ
ま
で
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

都
市
計
画
決
定
の
諸
手
続
き
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
５
月
12
日
開

催
の
阿
南
市
都
市
計
画
審
議
会
に
お

き
ま
し
て
、「
新
ご
み
処
理
施
設
」

の
是
非
に
つ
き
ま
し
て
異
議
な
し
と

の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
知
事
の
同
意
を
得
ま

し
て
、
５
月
末
の
都
市
計
画
の
変
更

決
定
の
告
示
を
経
て
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
都
市
計
画
決
定
に
よ
り
ま
し

て
、
６
月
中
に
新
ご
み
処
理
施
設
の

「
建
築
確
認
申
請
」
の
手
続
き
に
入

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
許
認
可

に
要
す
る
期
間
は
、
約
４
カ
月
程
度

見
込
ま
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
年
11

月
に
は
工
事
着
工
の
運
び
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
着
工
前
に
は
、
地
元

４
地
区
に
お
き
ま
し
て
、
新
施
設
の

概
要
や
工
期
日
程
等
を
お
示
し
す
る

た
め
の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
進
捗
状

況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お

り
本
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
、
随
時
、
情
報
を
提
供

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
環
境
と
地
域
に
や
さ

し
い
施
設
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
行
政

　

現
在
の
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
進

行
や
、
こ
こ
15
年
間
に
お
け
る
農
業

所
得
の
半
減
な
ど
、
農
業
基
盤
の
弱

体
化
と
い
う
恒
常
的
な
課
題
に
加
え
、

昨
年
、
国
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検

討
」
を
提
起
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

農
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
は

国
内
生
産
力
を
確
保
し
、
安
全
で
安

心
な
国
産
農
産
物
の
安
定
供
給
の
た

め
、
本
年
度
か
ら
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
を
本
格
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
事
業
の
新
た
な
施
策
と
し

ま
し
て
は
、
対
象
が
畑
地
に
作
付
け

さ
れ
る
作
物
ま
で
拡
大
さ
れ
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
麦
・
大
豆
・

そ
ば
・
菜
種
を
作
付
け
た
場
合
に
対

象
と
な
る
再
生
利
用
加
算
措
置
や
、

規
模
拡
大
加
算
措
置
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
加
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
農
業
者
の
関
心
も
非
常

に
高
く
、
５
月
末
の
申
請
件
数
は
８
１

１
件
と
な
っ
て
お
り
、
６
月
末
の
提
出

期
限
ま
で
に
は
昨
年
の
モ
デ
ル
対
策
事

業
を
上
回
る
申
請
件
数
に
な
る
も
の
と

予
測
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
格
実
施

さ
れ
る
当
該
制
度
を
多
く
の
農
家
の

方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本

年
２
月
初
旬
か
ら
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
・
徳

島
県
南
部
農
業
共
済
組
合
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
各
地
域
で
説
明
会
を
実
施
し
、

周
知
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
っ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
農
家
の
皆
様
方
に
有
益
な
事
業

や
制
度
の
情
報
収
集
及
び
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

雇
用
対
策

　

全
国
的
な
雇
用
失
業
情
勢
を
受
け
て
、

一
時
的
な
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
及

び
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
の
２
つ
の

事
業
を
活
用
し
、
市
の
直
接
雇
用
や
委

託
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、
１
２
８
人

の
雇
用
を
創
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
、

87
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
85
人
の
雇

用
創
出
を
計
画
し
て
お
り
、
５
月
末
日

現
在
で
既
に
44
人
を
雇
用
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
商
工
会
議
所
等
と
連
携

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
「
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事

業
）」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
再

生
法
に
基
づ
き
、
内
閣
府
に
対
し
て

認
定
申
請
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
３
月
25
日
付
け
で
正
式
に
認

定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

４
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
雇
用
拡
大
を
め
ざ

す
事
業
主
や
起
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
の
ほ
か
、
求
職
者
向
け
の

能
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
面
談
会

を
開
催
し
、
求
職
者
の
就
職
支
援
と

企
業
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
も
の

で
、
２
年
間
に
お
い
て
約
２
０
０
人

余
り
の
雇
用
創
出
を
図
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

働
く
場
の
確
保
は
、
何
よ
り
も
市

民
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
活
力
の
源

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
関

係
機
関
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
紙
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、

要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す

市
議
会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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■検診と料金について
検診項目 検診の内容 対　　象

個　　　　　別　　　　　検　　　　　診 自己負担金
実施時期 実　　　施　　　場　　　所 検　診　結　果 個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳 以 上 で 今 ま
で受けていない方

７月〜９月

市内医療機関
( 阿南共栄病院は未実施です。)

医療機関の医師に結果を
聞きに出向いてください。

1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん
胃部エックス線検査

（前日の午後10時以降は
飲んだり食べたりしない
でください。）

40歳以上の方

阿南医師会中央病院 、天羽クリニック、生野外科胃腸科、井坂クリニック、
板垣内科、岩城クリニック、王子製紙㈱富岡診療所、岸医院、健生阿南診療所、
島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、原田病院、板東医院、廣瀬医院、
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は㈮の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。

2,900円 900円

乳がん
（２年に１回）

視触診と
マンモグラフィー
併用検診

40歳以上の女性

天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、益崎胃腸科内科医院、
三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

1,500円 1,000円
７月〜

平成24年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は㈪〜㈮の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）
市外の指定医療機関でも受診できます。希望される方は問診票が必要ですので
保健センターへお問い合わせください。

子宮頸がん
（２年に１回）

視診・内診・子宮頸部の
細胞診 20歳以上の女性 ７月〜

平成24年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、岩城クリニック、
木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は㈪、㈬の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）
市外の指定医療機関でも受診できます。希望される方は問診票が必要ですので
保健センターへお問い合わせください。

1,300円 600円

大腸がん 便潜血検査

40歳以上の方

11月１日〜
12月15日 市内医療機関 医療機関の医師に結果を

聞きに出向いてください。 1,100 円

肺がん 胸部エックス線検査・た
んの細胞検査（必要な方）

集団検診でのみ実施します

エックス線200円
喀痰検査該当者500円

歯周疾患 歯と歯ぐきの隙間の深さ
を測る検査 無料

骨粗しょう症 エックス線検査 20歳以上の女性 800円

がん検診推進事業のお知らせ「無料クーポン券の配布」
　「がん検診無料クーポン券」の対象となる方（平成 22年４
月２日〜平成23年４月１日に次の年齢に達した方）に、ク
ーポン券を発送します。

○６月末ごろ発送
子宮頸がん検診対象者　20・25・30・35・40歳の女性
乳がん検診対象者　40・45・50・55・60歳の女性

○10月末ごろ発送
大腸がん検診対象者　40・45・50・55・60歳の男性と女性

がん検診
早期発見

を受診しましょう。
がん検診に持っていくもの
①がん検診の受診券（６月末に対象の方に郵送しているはがき）
②健康保険被保険者証等
③自己負担金　
④健康手帳（持っている方）
※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は
被保険者証等をお持ちください。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳
がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、市民税非課税世帯、生活保
護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。
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■検診と料金について
検診項目 検診の内容 対　　象

個　　　　　別　　　　　検　　　　　診 自己負担金
実施時期 実　　　施　　　場　　　所 検　診　結　果 個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳 以 上 で 今 ま
で受けていない方

７月〜９月

市内医療機関
( 阿南共栄病院は未実施です。)

医療機関の医師に結果を
聞きに出向いてください。

1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん
胃部エックス線検査

（前日の午後10時以降は
飲んだり食べたりしない
でください。）

40歳以上の方

阿南医師会中央病院 、天羽クリニック、生野外科胃腸科、井坂クリニック、
板垣内科、岩城クリニック、王子製紙㈱富岡診療所、岸医院、健生阿南診療所、
島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、原田病院、板東医院、廣瀬医院、
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は㈮の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。

2,900円 900円

乳がん
（２年に１回）

視触診と
マンモグラフィー
併用検診

40歳以上の女性

天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、益崎胃腸科内科医院、
三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

1,500円 1,000円
７月〜

平成24年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は㈪〜㈮の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）
市外の指定医療機関でも受診できます。希望される方は問診票が必要ですので
保健センターへお問い合わせください。

子宮頸がん
（２年に１回）

視診・内診・子宮頸部の
細胞診 20歳以上の女性 ７月〜

平成24年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、岩城クリニック、
木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は㈪、㈬の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）
市外の指定医療機関でも受診できます。希望される方は問診票が必要ですので
保健センターへお問い合わせください。

1,300円 600円

大腸がん 便潜血検査

40歳以上の方

11月１日〜
12月15日 市内医療機関 医療機関の医師に結果を

聞きに出向いてください。 1,100 円

肺がん 胸部エックス線検査・た
んの細胞検査（必要な方）

集団検診でのみ実施します

エックス線200円
喀痰検査該当者500円

歯周疾患 歯と歯ぐきの隙間の深さ
を測る検査 無料

骨粗しょう症 エックス線検査 20歳以上の女性 800円

▪胃がん・肺がん検診等

ひまわり会館等
受付　午前９時〜10時

月 日 実施場所　
７月18日（祝・月）羽ノ浦公民館

９月
27日㈫ ★ひまわり会館

胃がん
肺がん
肝炎ウイルス
前立腺がん
歯周疾患（★印で実施）

29日㈭ 那賀川社会福祉会館

10月

  7日㈮ 羽ノ浦公民館

12日㈬ ★ひまわり会館

25日㈫ ★ひまわり会館

11月22日㈫ ★ひまわり会館

胃がん・肺がん　 平成
24年1月18日㈬ ひまわり会館

ＪＡ各支店
受付　午前８時30分

〜９時30分

月 日 実施場所　
７月11日㈪ ＪＡあなん北部支店

８月

  1日㈪ 羽ノ浦公民館

  5日㈮ 那賀川公民館

  8日㈪ 羽ノ浦公民館
胃がん
肺がん
肝炎ウイルス
前立腺がん

10月

  3日㈪ ＪＡあなん南部支店

  7日㈮ 加茂谷総合センター

17日㈪ アグリあなん

21日㈮ ＪＡあなん阿南支店

11月
  7日㈪ 加茂谷総合センター

11日㈮ ＪＡあなん新野支店

12月

  5日㈪ 東とくしまＪＡ平島支所

  9日㈮ ＪＡあなん大野事業所

19日㈪ ＪＡあなん椿事業所
※ＪＡ各支店での検診は、混雑が予想されます。当日検診受診者多数の場合は、がん
検診につきましては、お断りすることがあります。

■集団検診
※各施設でバスなどで行う検診です。検診結果は約１カ月後
に郵送されます。

各医療保険者が行う特定健診・後期高齢者医療制度の健診も同時実施
（特定健診・後期高齢者医療制度の健診を希望の方はそれぞ
れの受診券と被保険者証をお持ちください。）

▪婦人がん検診

ひまわり会館等
受付　午前９時〜10時
　　　午後1時30分〜2時30分

乳がん（午前30人・午後40人※要予約）
骨粗しょう症
子宮頸がん（午後のみ実施）

月 日 実施場所　

午　前 午　　後
乳
が
ん

（
30
人
）

骨
そ
し

ょ
う
症

子
宮
頸

が
ん
　

乳
が
ん

（
40
人
）

骨
そ
し

ょ
う
症

７月27日㈬ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

９月
21日㈬ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

27日㈫ ひまわり会館 ○ ○

11月

 3日（祝・木）ひまわり会館 ○ ○ ○ ○

12日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

19日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

29日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○
平成
24年1月31日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○

がん検診推進事業のお知らせ「無料クーポン券の配布」
　「がん検診無料クーポン券」の対象となる方（平成 22年４
月２日〜平成23年４月１日に次の年齢に達した方）に、ク
ーポン券を発送します。

○６月末ごろ発送
子宮頸がん検診対象者　20・25・30・35・40歳の女性
乳がん検診対象者　40・45・50・55・60歳の女性

○10月末ごろ発送
大腸がん検診対象者　40・45・50・55・60歳の男性と女性

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する
　以外は、使用しません。

予約・問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

がん検診
早期発見

平成23年（2011年）7月1日〔第636号〕広報15



ニュースオアシス

　
阿
南
市
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
、
６
月
３
日
、
文
化

会
館
夢
ホ
ー
ル
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
演
芸
番
組
「
真
打
ち
競

演
」
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
、
抽
選
に
当
た
っ
た
５
８
０

人
が
珠
玉
の
話
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
真
打
ち
と
は
、
漫
才
や
落
語
、
漫
談
な
ど
、
そ
の
道
を

極
め
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
日
は
２
番
組
分
の

録
音
が
行
わ
れ
、
６
組
８
人
の
芸
人
が
、
色
物
（
漫
才
や

コ
ン
ト
）、
漫
談
、
落
語
の
順
に
話
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
芸
風
に
、
阿
南
に
ち
な
ん
だ
ネ
タ
を
ト
ー
ク

に
交
え
る
な
ど
、
身
近
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
笑
い
が

観
客
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　
公
開
録
音
を
観
覧
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
川
口
　
礼

さ
ん
（
柳
島
町
）
は
、「
笑
い
に
染
ま
る
会
場
の
雰
囲
気

も
楽
し
め
ま
し
た
。
漫
才
や
漫
談
で
は
、
た
け
の
こ
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
と
い
っ
た
阿
南
に
ち
な
ん
だ
言
葉
も
出
て
き
て
、
親

し
み
が
持
て
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

漫
才
・
漫
談
・
落
語

真
打
ち
に
よ
る
珠
玉
の
話
芸
を
堪
能

放送日時のお知らせ
■ＮＨＫラジオ第１（周波数945ＫＨｚ）
　７月２日㈯および９日㈯の午後８時５分〜55分

企画書を手にプレゼンテーションを行うようす。（５月11日）

　６月議会から、議場におけるエコスタイルを導入し
ました。阿南市では第２次阿南市環境保全率先行動計
画で、温室効果ガスの削減、省エネルギーによる地球
温暖化防止、節電の励行などを推進しています。市議
会議員は平成17年６月からすでに導入していますが、
職員（特別職を含む）は初めてです。

　阿南市消防団長の
中川　正さんが、㈶
徳島県消防協会の会
長に就任しました。
　徳島県消防協会長
とは、徳島県下27
消防団で運営する消
防協会の代表です。
５月26日に、総会
において満場一致で
推薦され就任しまし
た。阿南市では、43
年ぶり２人目となり
ます。

学力向上アクティブ・ワン・プロジ
ェクトで学力向上を図る

阿南市議会	夏のエコスタイルを実施
徳島県消防協会長就任
おめでとうございます

　
昨
年
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
は
小
学
生
で
は
お
お
む

ね
よ
い
結
果
が
出
た
も
の
の
、
中
学
生
に
は
課
題
が
あ
り
、
特

に
国
語
の
活
用
能
力
の
育
成
に
は
小
・
中
学
校
双
方
に
課
題
が

あ
る
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
し
、
さ
ら
な
る
学
力
向
上
を
は
か
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
の
が
「
学
力
向
上
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ワ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
本
事
業
で
は
、
学
校
の
積
極
性
と
独
自
性
に
主

眼
を
置
い
て
お
り
、希
望
校
の
企
画
提
案
に
よ
り
小
学
校
３
校・

中
学
校
２
校
を
決
定
。
そ
の
取
組
を
検
証
し
た
う
え
で
市
内
の

全
て
の
小
・
中
学
校
に
成
果
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
市
内
22
小
学
校
の
う
ち
５
校
、
10
中
学
校
の
う

ち
２
校
か
ら
企
画
提
案
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
学
校
の

事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
小
学
校
】
津
乃
峰
小
学
校
、
宝
田
小
学
校
、
富
岡
小
学
校

【
中
学
校
】
新
野
中
学
校
、
阿
南
第
一
中
学
校

阿南市消防団長
中川　正さん
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News Oasis

砂浜に漂着した木々などを拾う見能林小学校の児童の皆さん。

歯
の
健
診
を
受
け
る
宇
山
明
花
ち
ゃ
ん
。

ロープワークの基本を学ぶ羽ノ浦消防団員の皆さん。

消
防
団
員
な
ど
約
１
４
０
人
が

水
防
技
術
を
学
ぶ

受
け
継
ご
う　

き
れ
い
で
豊
か
な
瀬
戸
の
海

い
き
い
き
健け

ん
口こ

う
フ
ェ
ア
で

お
口
の
ケ
ア
を
学
ぶ

　
水
防
技
術
を
学
び
伝
承
し
て
も
ら
お
う
と
、
国
交
省
那
賀

川
河
川
事
務
所
に
よ
る
水
防
技
術
講
習
会
が
、
６
月
５
日
、

桑
野
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
富
岡
西
高
校
西
側
）
で
行
わ

れ
、
消
防
団
員
や
市
内
の
建
設
業
者
10
社
な
ど
約
１
４
０
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
四
国
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
山
本
邦
一
さ

ん
が
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
水
防
工
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
た
羽
ノ
浦
分
団
長
の
三
橋　
正
さ

ん
（
羽
ノ
浦
町
）
は
、「
普
段
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
技
術
な

の
で
、
ま
ず
は
基
本
を
学
ん
で
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

非
常
時
に
備
え
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
に
広
が
る
海
岸
線
の
清
掃
活
動
を
行
い
、
き
れ
い

で
豊
か
な
海
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

活
動
が
、
６
月
３
日
と
18
日
に
、
北
の
脇
海
水
浴
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
は
、
近
隣
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
漁
協
関
係

者
な
ど
約
５
２
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
約
２
㌔
に
も
お

よ
ぶ
砂
浜
を
歩
き
な
が
ら
、
漂
着
し
た
流
木
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
海
が
大
好
き
で
釣
り
や

海
水
浴
に
よ
く
来
る
と
い
う
富
野
柚
月
さ
ん
（
見
能
林
小
６

年
）
は
、「
全
国
の
人
に
、
こ
の
き
れ
い
に
な
っ
た
北
の
脇

に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
も
、

捨
て
て
し
ま
え
ば
た
だ
の
ご
み
に
な
る
の
で
、
捨
て
な
い
で

ほ
し
い
。」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
７
月
に
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
歯
の
衛
生
週
間
（
６
月
４
日
〜
10
日
）
に
合
わ
せ
て
、
県
歯

科
医
師
会
阿
南
市
那
賀
郡
支
部
主
催
の
い
き
い
き
健
口
フ
ェ
ア

が
、
６
月
５
日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約
４
５
０
人

の
親
子
連
れ
が
、
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
幼
児
を
対
象
に
歯
の
健
診
や
フ
ッ
素
洗せ
ん

口こ
う

な
ど

を
指
導
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
成
人
向
け
の
口こ
う

腔く
う

が
ん
検
診
や
簡

易
歯
周
病
検
査
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
歳
の
時
に
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
歯
科

医
師
会
主
催
）」
で
入
賞
し
た
那
賀
川
町
の
宇
山
明
花
ち
ゃ
ん

（
５
歳
）
は
、「
歯
磨
き
を
き
ち
ん
と
し
て
、
歯
を
大
切
に
し
た

い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
県
歯
科
医
師
会
阿
南
市
那
賀
郡
支
部
会
長
の
岡
本

好
史
さ
ん
は
、「
フ
ッ
素
塗
布
を
し
た
か
ら
大
丈
夫
と
勘
違
い

す
る
人
が
い
ま
す
。
虫
歯
予
防
は
、
歯
磨
き
や
フ
ッ
素
塗
布
に

加
え
、
フ
ッ
素
洗
口
を
行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
出
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
特
に
、
糖

尿
病
患
者
は
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
、
発
症
す
る
と
治
り
に

く
い
こ
と
か
ら
、
歯
周
病
予
防
に
も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

平成23年（2011年）7月1日〔第636号〕広報17



■夏休み親子ふれあい陶芸教室

コスモホール音楽祭出演者募集

■阿南市合併５周年記念事業・やっぱエコはアナンからでShow2

山崎まさよし&西　慎嗣　With	frienｄ

対　象　市内在住の小学１〜６年生とその保護者
日　時　成形（形作り）
　　　　７月23日㈯　10:00〜、12:30〜、14:30〜
　　　　絵付け
　　　　８月６日㈯　10:00〜、13:00〜
場　所　文化会館　陶芸室
参加料　2,000円（材料費、保険料含む）
申込方法　文化振興課までお電話ください。
申込締切　７月９日㈯※申し込み多数の場合は抽選。

日　　時　９月24日㈯・25日㈰　午後１時開演予定
（出演組数により開演時間が変更になる場合があ
ります。）
場　　所　コスモホール（情報文化センター）
参加資格　阿南市在住の18歳以上の方
※グループの場合はメンバーに阿南市民を１人以上含
むこと。また、児童を含む場合は、児童が全メンバー
の半数以下であること。
演奏部門　❶洋楽の部／ピアノ、フルート、ヴァイオ
リン、ギター、声楽など
❷邦楽の部／琴、三味線、尺八、大正琴など
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
（合奏は40人、合唱は60人以内とします。ステージ
にひな壇は設置しません。）
演奏方法　原則として音響拡声器（マイク等）を使用
しない生演奏
演奏楽器　出演者各自で用意。ピアノ（フルコンサー
ト）１台、譜面台、椅子は会場で用意します。
演奏時間　10分以内（セッティングおよび調律の時
間は含みません。）
申込方法　８月７日㈰までに出演申込書を情報文化セ
ンターまで持参または郵送してください。申込多数の
場合は、抽選にて選出となります。
参加料　無料	※出演料は支払われません。
問い合わせは　
情報文化センター（☎44−5000）	へ

■阿南市合併５周年記念事業

清塚信也　ピアノ夢コラボ　in　ANAN

日　時　９月16日㈮　19:00開演　
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　指定席：一般2,500円、

　高校生以下1,500円
自由席：一般2,000円、
　高校生以下1,000円
　（当日各500円増し）

チケット発売日　7月1日㈮　
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化セン
ター、黒崎楽器本店ほか（指定席は、文化会館、黒崎楽
器阿南店のみの取り扱いとなります。）
　阿南市所有の三大ピアノといわれるスタインウェイと
ベーゼンドルファー。そして、日本のヤマハを含めた３
台のピアノを一堂に集結し、若手ピアニスト清塚信也さ
んをお迎えして演奏会を開催します。

日　時　９月10日㈯　18:30開演
場　所　市民会館　大ホール
入場料　5,000円（全席指定・当日500円増し）
チケット発売日　7月２日㈯
チケット販売場所　市民会館、フジグラン阿南、アピカ、
平惣書店各店ほか
　昨年10月に開催されたコンサートの感動をもう一
度！アナンの心を一つにして、東日本へ大きな愛を届け
るコンサートをお楽しみください。

あなんカルチャー

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

メールアドレス　science@ananscience.jp

科
セ
ン
タ
ー

学
第
１
回　
夏
休
み
星
空
教
室
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小
学
４
年
生
の
学
習
内
容
に
あ
わ
せ
て
、

夏
の
大
三
角
の
探
し
方
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

日
時　
7
月
22
日
㈮　

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
方
法　
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

阿
南
ネ
イ
チ
ャ
ー
講
座（
７
月
）

　

夏
休
み
に
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、

昆
虫
や
植
物
、
星
、
化
石
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
科
学
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

★
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
コ
ー
ス

日
時　
7
月
30
日
㈯
、
31
日
㈰
そ
れ
ぞ
れ
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
２
日
間
コ
ー
ス
）

参
加
料　
2
０
０
０
円　

定
員　
50
人

★
と
こ
と
ん
星
空
コ
ー
ス

日
時　
7
月
24
日
㈰
午
後
３
時
〜
10
時　

参
加
料　
5
０
０
円　

定
員　
30
人

各
コ
ー
ス
の
参
加
方
法　
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
。

隕
石
と
天
体
写
真
展（
無
料
）

　

市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
や
科
学

セ
ン
タ
ー
が
撮
影
し
た
天
体
写
真
と
隕
石
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

期
間　
7
月
16
日
㈯
〜
９
月
25
日
㈰　

※
各
催
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

那
賀
川
町
幡
羅
郷
木
簡

竹ち
く
帛は
く　

　

「
竹
帛
に
名
を
垂
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
功
名
を
歴
史
書
に
書
か
れ
る
意
で
あ

る
。

　

中
国
で
は
紙
の
発
明
以
前
、
竹ち
っ

簡か
ん

や
帛は
く

に

書
を
記
し
て
い
た
。
紙
が
発
明
さ
れ
て
か
ら

も
紙
は
貴
重
品
で
あ
り
竹
簡
や
板
等
を
使
用

し
て
い
た
。
庶
民
は
し
ば
し
ば
タ
ラ
ヨ
ウ
な

ど
幅
の
広
い
、
し
か
も
厚
み
の
あ
る
植
物
の

葉
に
釘
や
木
で
文
字
を
刻
ん
で
通
信
手
段
と

し
て
い
た
。

　

木
簡
は
平
城
京
か
ら
大
量
に
出
土
し
て
以

来
、
全
国
各
地
か
ら
お
び
た
だ
し
く
発
見
さ

れ
た
。
主
と
し
て
荷
札
、
記
録
と
し
て
利
用

さ
れ
た
も
の
で
、
材
質
が
板
で
あ
る
た
め
用

が
済
む
と
削
り
何
度
も
使
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
文
字
の
手
習
い
に
使
わ
れ
た
も
の
も
出

土
し
て
い
る
。

幡
羅
郷
木
簡

　

那
賀
郡
幡は

羅ら

郷ご
う

か
ら
の
木
簡
三
点
が
平
城

京
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

⑴
「
阿
波
国
長
郡
波
羅
里
米
五
斗
」

　

平
城
京
長
屋
王
邸
出
土
。

　

こ
の
木
簡
は
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
〜
霊

亀
二
（
七
一
六
）
年
の
間
の
も
の
で
あ
る
。

⑵
「
阿
波
国
那
賀
郡
幡
羅
郷
海
部
里
戸
主
阿

曇
部
大
嶋
戸
同
部
若
万
呂
調
御
取
鰒　

六
斤

　

天
平
七
年
十
月
」

　

平
城
京
二
条
大
路
出
土
。

　

国
郡
郷
里
制
が
と
ら
れ
て
い
る
天
平
七

（
七
三
五
）
年
の
木
簡
で
あ
る
。

⑶
「
阿
波
国
那
賀
郡
原
郷
白
米
五
斗
戸
主
百

済
牧
夫
同
部
前
守
」

　

平
城
京
出
土
。

　

幡
羅
が
「
原
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、

七
四
〇
年
代
以
降
の
国
郡
郷
制
段
階
の
木
簡

で
あ
る
。

　

幡
（
波
）
羅
里
、
幡
羅
郷
、
原
郷
と
変
遷
し

て
い
る
。
同
一
郷
（
里
）
の
木
簡
が
出
土
し
て

い
る
の
は
阿
波
国
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

阿
波
国
産
物

　

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
阿
波
国

か
ら
朝
廷
へ
多
く
の
産
物
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
践せ
ん

祚そ

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

に
雑ゆ
か

贄も
の

と
し
て
麁あ
ら

布た
え

一
端
、
木ゆ

棉う

六
斤
、
年あ

魚ゆ

十
五ひ
ら
か、
蒜ひ
る
の
は
な
の
か
て

英
梶
合

漬づ
け

十
五

、
乾ほ

羊し

蹄い

、
蹲
い
え
つ
い
も鴟
、
橘た
ち

子ば
な

各
十
五
籠
。

　

以
上
、
忌
部
所
作

　

鰒あ
わ
び

四
十
五
編あ
み

、
鰒
鮨
十
五
坩つ
ぼ

、
細し
だ

螺つ
ぶ

、
棘う
甲

に

、
石か

華き

等
皆
二
十
坩
。

　

以
上　

那
賀
潜
女
十
人　

所
作

と
あ
る
。

　

北
方
忌
部
で
作
ら
れ
た
物
と
、南
方
潜
女（
海

女
）
の
獲
っ
た
物
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

年
魚
は
鮎
、
蒜
は
に
ん
に
く
、
花
と
根
を
一

緒
に
漬
け
た
も
の
。
乾
羊
蹄
は
乾
し
た
野
大
黄

を
い
う
。
野
菜
、
蹲
鴟
は
里
芋
、
橘
子
は
蜜
柑

（
と
く
に
柑こ
う
じ子

。）

　

外
に
鉋
、
钁
（
鍬
）、
斧
、
小よ

斧き

、
鎌
、
鑿の
み

、

刀と
う
す子

、
火ひ

鑚や
り

、
筆
、
紙
麻
、
馬
革
、
黄き

蘗わ
だ

の
紙

等
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
）

参
考
「
徳
島
県
史
」
普
及
版

　
　

「
那
賀
川
町
史
」
上
巻

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
64

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

休
館
日　
４
日
、
11
日
、
19
日
、
25
日
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442

り
、
今
咲
こ
う
と
す
る
小
さ
な
花
に

感
動
し
、
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
花
を

生
け
て
い
る
時
は
、
不
安
や
悲
し
み

を
全
部
吸
い
と
っ
て
く
れ
る
気
が
し

て
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

生
け
花
を
習
っ
て
く
だ
さ
る
近
所

の
方
か
ら
、「
持
ち
帰
っ
た
花
を
一

日
に
何
回
も
眺
め
癒
さ
れ
て
い
る
」

と
お
聞
き
し
、
花
に
携
わ
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。

　

現
代
は
感
激
や

感
動
が
薄
く
、
無

関
心
な
人
が
多
い

時
代
に
な
っ
て
き

た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

花
を
生
け
る
技

術
も
大
事
で
す
が
、

部
屋
に
花
が
あ
る
だ
け
で
心
が
和
み

ま
す
。
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
食
器

や
か
わ
い
い
形
を
し
た
小
物
入
れ
を

花
器
に
見
立
て
、
玄
関
や
ト
イ
レ
な

ど
に
自
分
流
の
世
界
に
一
つ
の
花
を

生
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

次
は
、
桑
野
町
の
入
谷
五
十
鈴
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

花
と
共
に

　

私
の
子
ど
も
の
頃
は
戦
中
戦
後

で
、
花
よ
り
も
食
料
に
な
る
野
菜

等
を
育
て
る
こ
と
に
一
生
懸
命
な

時
代
で
し
た
。
福
井
町
で
育
っ
た

私
は
、
友
達
と
野
山
や
川
で
よ
く

遊
び
、
季
節
の
花
を
採
っ
て
き
て

は
空
き
瓶
に

挿
し
て
楽
し

ん
だ
も
の
で

し
た
。

　

夏
の
日
の

暮
れ
に
は
、

家
の
前
の
川

沿
い
に
近
所

の
人
達
が
集

ま
り
、
雑
談
し
な
が
ら
ホ
タ
ル
の

飛
び
交
う
の
を
見
て
、
夜
遅
く
ま

で
涼
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

戦
後
も
落
ち
着
き
、
花
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
私
は
、
花
の
師
匠

や
先
輩
、
友
人
に
恵
ま
れ
、
生
け

花
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

季
節
の
移
ろ
い
に
も
敏
感
に
な

富 岡 町
神田　啓子さん

市
民
文
芸

短
　
歌

平
成
23
年
阿
南
市
春
季
短
歌
大
会

市
長
賞　
　
　
　
　
　

枝
川　

照
子

水
に
浮
く
豆
腐
を
ず
ぶ
り
掴
み
た
り

人
の
心
に
触
れ
る
感
じ
す

大
会
賞　
　
　
　
　
　

水
口　

明
美

水
平
線
少
し
持
ち
あ
げ
満
ち
て
く
る

潮
は
桜
の
気
配
も
運
ぶ

文
化
振
興
賞　
　
　
　

山
西　

成
彬

食
害
の
み
か
ん
樹
百
本
伐
り
終
え
て

玉
砕
の
ご
と
き
静
寂
に
佇
つ

互
選
賞　
　
　
　
　
　

臣
永　

悦
子

ち
ち
は
は
の
名
を
大
書
し
て
避
難
所

を
尋
ね
て
ま
わ
る
男
の
子
九
歳

互
選
賞　
　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

風
を
耳
に
陽
の
温
も
り
を
背
に
溜
め

て
春
を
吸
い
と
る
畦
の
草
刈
り

入
選　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

育
世

花
の
種
か
た
み
に
分
け
し
山
峡
の
戸

毎
に
同
じ
春
の
花
咲
く

入
選　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
佐
智
子

風
冷
ゆ
る
空
に
対
い
て
木
蓮
の
掲
ぐ

る
蕾
祈
り
に
近
し

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

西
條　

功
一

黙
々
と
歩
く
遍
路
の
白
い
袖
春
風
い

っ
ぱ
い
ふ
く
ら
ま
せ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

卓
也

今
は
ま
だ
僕
の
学
力
つ
ぼ
み
だ
が
桜

の
よ
う
に
開
花
さ
せ
る
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

晃
輔

日
の
丸
に
亀
裂
が
走
り
地
が
怒
る
桃

の
季
節
は
儚
な
く
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
木　

玲
奈

初
恋
は
う
す
い
ピ
ン
ク
が
よ
く
似
合

う
桜
色
し
た
わ
た
し
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

里
絵

新
し
い
一
歩
踏
み
出
す
君
の
背
を
せ

か
せ
る
よ
う
に
春
風
が
押
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

真
樹

み
ん
な
と
の
思
い
出
胸
に
は
ば
た
い

て
新
し
い
樹
に
と
ま
り
に
行
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
任　

玲
奈

卒
業
式
桜
舞
い
散
る
春
風
に
の
せ
て

伝
え
る
別
れ
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　
　

薫

手
の
平
を
強
く
に
ぎ
っ
て
ま
ず
一
歩

初
々
し
さ
に
自
分
が
重
な
る

俳
　
句

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

平
坂　

照
美

病
床
よ
り
障
子
の
色
で
日
和
見
る

　
　
　

藤
崎　
　

稔

土
い
じ
り
動
く
楽
し
さ
夏
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　

秀
和

国
道
を
一
直
線
に
つ
ば
く
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原　

栄
子

ク
ラ
ス
会
湖
を
眼
下
に
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

千
津

何
処
に
で
も
座
る
農
婦
や
夏
の
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

幸
江

葉
桜
の
す
き
ま
に
見
ゆ
る
琴
江
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

山
笑
う
女
子
プ
ロ
野
球
の
ス
タ
ジ
ア

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田　

政
子

農
の
手
を
ピ
ア
ノ
に
置
き
て
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

照
美

十
薬
は
昼
の
星
座
や
香
り
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
岐　

美
子

襖
絵
に
し
た
き
一
株
白
牡
丹

川
　
柳

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

田
上　

鶴
子

節
電
へ
新
聞
読
ん
で
テ
レ
ビ
消
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

精
一
杯
生
き
て
い
る
か
と
影
に
問
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

原
点
に
立
つ
と
出
口
が
見
え
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

黄
昏
て
過
去
形
に
な
る
褒
め
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

な
る
ほ
ど
を
連
発
し
て
る
ヘ
ボ
将
棋
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阿南市立図書館だより
７ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ 休 ☆

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◆

◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業　◎中学生によるピアノ演奏）

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
7月 5日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 12日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 15日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 山 口 分 館 前 14：50〜15：20

6日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 21日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

7日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 22日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 26日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

8日 ㈮ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 27日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　午前10時30分〜11時

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　７月９日㈯　午前８時30分〜10時
　〈雨天時は７月17日㈰に延期します〉
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）

☆七夕おはなし会〈羽ノ浦図書館〉

日時　７月２日㈯　午後２時〜３時

内容　大型絵本「いっしょにあそぼ」、パネルシアター「しゃ

ぼん玉とばせ」 、ペープサート ｢赤ずきんちゃん｣

　　　工作「ささかざりをつくろう！」

　　　　※当日、午後１時30分より受け付けを始めます。

☆親子で楽しむ人形劇〈那賀川図書館〉

日時　７月17日㈰　午後２時〜３時

内容　人形劇「いっすんぼうし」、パネルシアターほか

○親と子の読書感想文教室〈那賀川図書館〉

　−読書のあり方と書き方の工夫−　

日時　７月30日㈯　午前10時30分〜正午

対象　小学生（全学年）と保護者の方　

　　　※筆記用具をお持ちください｡

講師　小倉泰夫さん（前徳島県学校図書館協議会副会長）

内容　本の選び方や書き方についてわかりやすく説明します。

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

図書館イベント

※夏休みの宿題に関する本は各図書館にあります。お問い合わせください。

７月の
入場無料
申込不要
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催
しネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
月
例
会

対
象　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
で
可
）

日
時
・
内
容　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
７
月
10
日
㈰　

川
で
あ
そ
ぼ
う
！

（
上
大
野
町
・
持
井
橋
下
の
河
原
）

▼
８
月
７
日
㈰　

自
然
物
を
使
っ
て

作
っ
て
み
よ
う
（
羽
ノ
浦
公
民
館
）

▼
９
月
11
日
㈰　

畑
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

（
徳
島
市
丈
六
町
粟
田
59

−
１　

西

條
さ
ん
の
畑
）　

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服

装
、
帽
子
、
水
筒

参
加
料　
無
料
（
た
だ
し
、
保
険
料

と
し
て
１
人
１
０
０
円
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０
−

５
６
６
５

−

１
５
６
７
）
へ

催
し阿

南
市
民
劇
場
７
月
例
会

「
さ
ん
し
ょ
う
太
夫
」

日
時　
７
月
21
日
㈭　

午
後
６
時
30

分
開
演

場
所　
市
民
会
館

※
会
費
等
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
市
民
劇
場

（
☎
23

−

４
３
０
４
）
へ　

火
〜
土

曜
日
の
午
後
１
時
〜
６
時

イ
ベ
ン
ト

真
夏
の
祭
典
第
３
回
「
サ
マ
ー

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

真
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
見
学
は
無
料

で
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
10
日
㈰　

午
後
６
時
〜

９
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）
視

聴
覚
室

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
文
化
協
会

所
属
マ
ド
ン
ナ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

吉
田
（
☎
27

−

０
１
５
４
）
へ

イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
パ
ー
ト
２

第
21
回
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
公
演

　

ジ
ャ
ズ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

日
時　
７
月
17
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料	

前
売
り
５
０
０
円
、
当
日

７
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
パ
ー

ト
２　

井
利
元
（
☎
０
９
０

−

１
５

７
９

−

０
４
９
０
）
へ

イ
ベ
ン
ト

西
部
公
園

七
夕
夏
ま
つ
り

　

今
年
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
仙

台
七
夕
飾
り
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

阿
波
踊
り
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
家
族
み
ん

な
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
31
日
㈰　

午
前
10
時
〜

場
所　
西
部
公
園
（
中
大
野
町
）

内
容　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
じ

ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
阿
波
踊
り
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は　
大
野
公
民
館
（
☎

22

−

１
５
６
４
）
へ

相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

許
認
可
手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
16
日
㈯　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手
続
き

（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、
開
発

許
可
、
自
動
車
運
送
関
係
等
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会
徳
島
南
部
支
部
（
☎
42

−

３
１
７

３
）
へ

募
集あ

な
ん
子
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
募
集

　

♪
ど
ん
♪
ど
ん
♪
ど
ん
、
心
と
体

に
響
く
和
太
鼓
演
奏
を
、
子
ど
も
と

保
護
者
が
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
出
演
や
福
祉
施
設
へ
の
慰

問
も
行
っ
て
い
ま
す
。
見
学
や
レ
ッ

ス
ン
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
学
前
〜
小
学
６
年
生

練
習
日　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時

30
分
〜

練
習
場　
宝
田
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
久
積
（
☎
０
９
０

−

８
９
７
７

−

１
３
４
３
）
へ

募
集雇

用・能
力
開
発
機
構

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科　
溶
接
加
工
科

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要
な

図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取
り
扱

い
、
各
種
溶
接
加
工
法
を
学
び
ま
す
。

訓
練
期
間　
９
月
１
日
㈭
〜
平
成
24

年
２
月
29
日
㈬

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
す
。

募
集
期
間　
７
月
４
日
㈪
〜
８
月
５

日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行

政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
徳
島

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）
へ

映
画映

画「
き
な
子
」上
映
会

　

香
川
県
丸
亀
市
の
警
察
犬
訓
練
所

に
実
在
す
る
見
習
い
警
察
犬
「
き
な

子
」
と
見
習
い
訓
練
士
の
コ
ン
ビ
が
、

失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
姿
を
描
い
た
感
動
の
ド
ラ
マ
。

日
時　
７
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
〜
、
午
後
２
時
〜
（
２
回
上
映
）

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

入
場
料　
チ
ラ
シ
割
引
８
０
０
円
、

当
日
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会
事
務
局
（
☎
０
９
０

−

２

７
８
８

−

５
４
６
５
）
へ

市民の

情報ひろば
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光のまちステーションプラザ	
７月の催し

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時

アロマクラフト展　３日㈰まで
岡　房子油絵展　　５日㈫〜18日㈷
石ころアート展　　20日㈬〜31日㈰

※初日と最終日の開催時間は異なりますので、
くわしくはお問い合わせください。

　■体験コーナー　

アロマクラフト体験　
　３日㈰　午前10時〜、午後１時〜、午後３時〜
【参 加 費】500〜1,500円　【定員】なし　
【申込締切】なし	【持ってくるもの】タオル

お琴体験会
　10日㈰　午後１時〜３時
【参 加 費】無料
【定　　員】なし　
【申込締切】なし

竹人形製作
　31日㈰　午前10時〜
【参 加 費】500円
【定　　員】20人　
【申込締切】27日㈬

「竹人形、星形あんどん、LED	グラス作り」カルチ
ャー講座を常時開催中！
ルミナスタウンプロジェクトで人気を博した活竹ツ
リーのミニチュア版が登場！

　申込み・問い合わせは　
　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

健康いきいき

情報

阿南高専からのお知らせ
①特別講演会（無料）
日時　７月２日㈯　午後１時〜３時
場所　阿南高専創造テクノセンター４階および物理実験室
内容　放射線、原子力発電所の仕組みについて

②外国人のための日本語教室＠阿南高専にほんごをまなぼう！

講師　阿南高専特命講師　　授業料　無料　　
受付　土・日・祝日を除く午前 10時〜午後５時
問い合わせは　①阿南高専総務課企画係（☎23−7215）へ
　　　　　　　②阿南高専国際交流室（☎23−7155）へ

Let's	Learn	Japanese		at	Anan	National	College	of	Technology

ク
く
ラ
ら
ス
す
予
よ
定
てい
　Class	Schedule

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 金　Fri.

10:30 〜
12:00

初
しょきゅう

級
beginning

中
ちゅうきゅう

級
intermediate

12:50 〜
14:20

初
しょきゅう

級
beginning

中
ちゅうきゅう

級
intermediate	

作
さくぶん

文
composition

初
しょきゅう

級
beginning

15:45 〜
17:15

日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

歴
れき

史
し

Japanese	
Culture/	
History

定
てい

住
じゅう

教
きょう

育
いく.

Japanese	
Society

上
じょうきゅう

級
advanced	
level	

上
じょうきゅう

級
advanced	
level

17:25 〜
18:50

中
ちゅうきゅう

級
intermediate

中
ちゅうきゅう

級
intermediate

教　室　名（内容） 日 時　　　間 対象年齢 講　　　師 持参物

阿波踊り体操教室
（基本編、メタボリックシンド
ローム予防・改善編ほか）

８日
㈮

受付・健康チェック
9:30〜

教室 10:00〜11:00
どなたでも

あなん阿波踊り体操
愛好会会員

（阿波踊り体操指導員）

・タオル
・飲み物

高齢期からの
筋力アップ体操教室
（椅子に座って行う筋力をつける
ための体操）

14日
㈭

受付・健康チェック
10:00〜

教室 10:30〜11:30
65歳以上 健康運動指導士

　井上　澄さん
・タオル
・健康手帳

７月の健康体操教室
　教室の30分前から健康チェックをしていますので、必ず受
けてください。
　体調の悪い方は、体操への参加をお断りすることがあります。
　教室へは、体操のできる服装でお越しください。
　場所　ひまわり会館
　問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ
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達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
憩
い
の

場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

５
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

６
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

８
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

11
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

12
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

13
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

25
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

26
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時
間　
新
野
・
中
野
島
・
桑
野
・
福

井
・
那
賀
川
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
や
阿
波
踊

り
体
操
の
ほ
か
、
転
倒
を
予
防
す
る

た
め
の
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
を
行
い
ま

す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

肺
が
ん
は
、
平
成
20
年
度
部
位
別

が
ん
死
亡
数
で
は
、
男
性
１
位
、
女

性
２
位
と
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
必
要
性
等
肺
が
ん
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

演
題　

｢

知
っ
て
防
ご
う
肺
が
ん｣

〜
検
診
の
重
要
性
〜

講
師　
徳
島
大
学
大
学
院　

臨
床
腫

瘍
医
療
学　

教
授　

近
藤
和
也
さ
ん

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ま
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願
い
、
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時１
日
㈮　

笹
飾
り
を
作
ろ
う

８
日
㈮　

子
育
て
教
室
（
午
前
10
時

15
分
〜
11
時
15
分
）

乳
幼
児
の
救
急
法
（
日
本

赤
十
字
徳
島
県
支
部
）

15
日
㈮　

作
っ
て
遊
ぼ
う

22
日
㈮　

水
遊
び
を
し
よ
う

26
日
㈫　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
５
日
㈫
・
12

日
㈫
・
19
日
㈫
・
29
日
㈮

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

５
日
㈫　

身
体
計
測
（
午
前
10
時

〜
）
乳
幼
児
の
食
事
に
つ

い
て（
午
前
10
時
30
分
〜
）

12
日
㈫　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

19
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

26
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時５
日
㈫　

七
夕
ま
つ
り
会

12
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

19
日
㈫　

子
育
て
支
援
講
座
「
リ
ト

ミ
ッ
ク
」
（
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
）
講
師
：
杉
山

睦
子
さ
ん

対
象
年
齢
２
〜
３
歳

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

子育てひろば

26
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

５
日
㈫　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

12
日
㈫　

楽
し
く
遊
ぼ
う

19
日
㈫　

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

26
日
㈫　

お
誕
生
会

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

１
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

４
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

７
日
㈭　

七
夕
ま
つ
り
＆
カ
レ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー

11
日
㈪　

発
育
計
測
・
看
護
師
に
よ

る
健
康
相
談

14
日
㈭　

お
誕
生
会

15
日
㈮　

乳
幼
児
の
為
の
応
急
処

置
・
心
肺
蘇
生
法

19
日
㈫　

発
育
計
測

22
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

【
７
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

4
・
11
・
19
・
25
日

船
瀬
温
泉
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

8
日
㈮　

新
野
公
民
館

13
日
㈬　

桑
野
公
民
館

20
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

27
日
㈬　

福
井
公
民
館　

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
１
日
㈮
・
５
日
㈫
・
６

日
㈬
・
12
日
㈫
・
15
日
㈮
・
19
日
㈫
・

29
日
㈮
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
7
月
５
日
㈫
・
29
日
㈮　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

対
象
者　
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

病
児
・
病
後
児
保
育
だ
よ
り

（
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

利
用
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

利
用
希
望
の
前
日
ま
で
に
、
電
話

な
ど
で
予
約
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

必
ず
か
か
り
つ
け
医
院
の
診
察
を

受
け
て
か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
か

か
り
つ
け
医
院
が
休
診
の
場
合
は
、

前
日
午
後
６
時
ま
で
岩
城
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
児
保
育　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

１
時
（
延
長
２
時
ま
で
）

病
後
児
保
育　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
延
長
６
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
は　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
児
・
病
後
児
専
用
（
☎
０
８
０

−

１
９
９
８

−

７
４
７
６
）、
登
録
は

こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
で
す
。
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

日
時　
11
日
㈪　

午
前
10
時
〜
11
時

羽
ノ
浦
公
民
館
／
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分　

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

12
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時　

ひ
ま

わ
り
会
館
／
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分　

那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

内
容　
▼
身
体
計
測（
１
歳
半
ま
で
）

※
受
付
か
ら
30
分
間
実
施

▼
お
話
「
子
ど
も
の
食
事
」

※
受
付
開
始
30
分
後
か
ら

▼
育
児
相
談

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

　大人は子どもに何かしてあげると、「あ

りがとうは？」と、よく求めます。しか

し、大人から子どもに、「ありがとう」

ということは、案外少ないのではないで

しょうか。

　「ありがとう」と、感謝の気持ちを伝

えていくことで、「自分も人の役に立て

る、必要とされているんだ」と思い、そ

の気持ちが心の成長につながって、自分

も他人も大切にできるようになります。

　小さなことでも、「ありがとう、助か

ったよ、うれしかったよ」という言葉を、

言ってあげてください。

 学校教育課

− 感謝の気持ちを伝えよう −

子育て一言メモ

阿南ファミリーサポートセンター　７月の催し

　※会館：阿南市社会福祉会館（阿南駅隣） 問い合わせは（☎24−5550）へ　

行　事　名 日 時　間 場　　所 内　　　　　　　　　　容

英会話遊びと
ジャズダンス

９日㈯
10:00 〜

12:00
会館５階

井利元正子先生のダンスとマリベス先生の英会
話遊び

講演会と講習会
　　（要予約）

13日㈬
10:00 〜

12:00
会館５階

阿南共栄病院小児科医　上田　隆さん
「乳幼児の病気への対応とサポート」
勝瀬　春代さん「スキンシップ体操」

16日㈯
13:00 〜

15:00 ひまわり会館

ＮＰＯ法人いのちの応援舎理事長山本文子さん
「生まれてくれてありがとう夢・
いのち・心を伝えたい…」

ウェルカム阿南 20日㈬
10:00 〜

11:30
ひまわり会館

ようこそ阿南へ、素敵なママ友と楽しく子育て
おしゃべり、手遊び、育児相談など

夏休み親子陶芸教室 22日㈮
10:00 〜

12:00
会館２階

江川三津子さんと陶芸教室の皆さん
「素敵なお皿を作りましょう」

定員
100人

定員
50人
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開催場所　スポーツ総合センター
温水プール

開催日時
７月29日㈮  9:30〜11:30
　　30日㈯ 10:00〜11:00
　　31日㈰ 10:00〜11:00
８月５日㈮ 10:00〜11:30
　　６日㈯ 10:00〜11:30
　　７日㈰ 10:00〜12:30
対 象 者　市内在住で、泳ぐことのできない子、

もしくは、10 ｍ程度泳げる子とその親。
申込受付　７月５日㈫〜20日㈬　平日　午前９時〜

午後５時

親
子
体
験
活
動

申
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
教
育
研
究
所（
☎
22

−

３
３
９
５
）へ

主
任
児
童
委
員
主
催

夏
休
み
ク
ッ
キ
ー
教
室

対
象　
市
内
小
学
生
45
人
（
先
着
順
）

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
15
分
〜
正

午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
①
名
前（
ふ
り
が
な
）

②
性
別
③
学
年
④
住
所
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
必
ず
家
の
方
が
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
15
日
㈮
必
着

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
４

−

０

０
４
９　

上
大
野
町
久
留
米
田
１
６
０

−

２

萩
原
陽
子
（
☎
22

−

６
５
３
２
）
へ

プールをご利用ください
◆Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（阿南中学校裏側）
◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（平島小学校西側）
開放期間　７月21日㈭〜８月29日㈪
開放時間　午後１時〜４時
休 館 日　毎週月曜日および８月14日㈰、16日㈫
利用料金　小・中学生200円、高校生以上300円
※就学前の幼児は無料ですが、付き添いの方は料金

が必要です。
※Ｂ＆Ｇ海洋センタープールは乳幼児プールがあり

ません。
※団体等で利用される場合は、事前にお問い合わせ

ください。
問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨットを体験しよう！
施設場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）
開放期間　７月 23 日㈯〜８月 28 日㈰の間の土・日

曜日（ただし、８月14日㈰を除く。）
開放時間　午前９時〜午後４時
利用料金　カヌー・ヨット１艇：200円／時間

ローボート１艇：300円／時間
※市外の方は別料金です。

申し込み　利用希望日の１週間前までに、10人以上
のグループ等で利用する場合は２週間前ま
でにご連絡ください。

「親と子の水泳教室」の参加者募集

●温水プールの一般開放時間の変更●
　「親と子の水泳教室」の実施による一般開放の
時間を次のとおり変更します。
７月29日㈮、８月５日㈮・６日㈯・７日㈰は
12:00〜21:00へ
７月30日㈯、31日㈰は11:00〜21:00へ

　

皆
さ
ん
！
外
国
人
講
師
と
楽

し
く
英
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

場
所　

富
岡
公
民
館
２
階　

ホ
ー
ル

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

募
集
人
数　
各
教
室
30
人
程
度

（
抽
選
）

教
室

《
小
学
１
・
２
年
生
》

７
月
26
日
㈫
〜
７
月
29
日
㈮

《
小
学
３
・
４
年
生
》

８
月
２
日
㈫
〜
８
月
５
日
㈮

《
小
学
５
・
６
年
生
》

８
月
８
日
㈪
〜
８
月
11
日
㈭

申
込
期
限　
７
月
８
日
㈮
ま
で

小

学

校

英

語

教

室

　

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ

ん
！
植
物
採
集
を
し
て
正
し
い

標
本
作
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
17
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視

聴
覚
室

用
意
す
る
も
の　
は
さ
み
・
の

り
・
筆
記
用
具

申
込
期
限　
７
月
14
日
㈭
ま
で

植

物

標

本

作

成

会

　

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ

ん
！
植
物
標
本
を
専
門
の
先
生

と
一
緒
に
名
付
け
を
し
て
、
植

物
の
勉
強
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
24
日
㈬　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視

聴
覚
室

※
先
着
順
に
名
付
け
を
行
い
ま

す
。

用
意
す
る
も
の　
植
物
標
本

植

物

標

本

名

付

け

会

夏休み

料
無

◆羽ノ浦プール（羽ノ浦町宮倉）
開館期間　７月１日㈮〜８月31日㈬

午後１時〜６時
使 用 料　子ども300円、高校生以上450円、

65歳以上200円
※ 3 歳未満は入泳できません。

休 館 日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
問い合わせは　羽ノ浦プール管理事務室

（☎44－1178）へ問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ

定員60組
無料

※入泳料が毎回必要
大　人　500円
子ども　300円
（回数券もあります）
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７月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
  ３ 高橋内科クリニック 羽ノ浦町  ☎44−6222

 10 富永医院 羽ノ浦町  ☎44−2123

 17 馬原医院 新 野 町  ☎36−3339

 18 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

 24 松﨑内科医院 中大野町  ☎23−5778

 31 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

スポーツ施設７月の休館日
サンアリーナ ４・11・19・25日

那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日

羽ノ浦総合国民体育館 ４・11・19・25日

羽ノ浦健康スポーツランド ４・11・19・25日

人口と世帯数

人口 77,545人（−15）

（男）37,390人（− 7）

（女）40,155人（− 8）

世帯数 29,343世帯（＋23）

※平成23年５月末日現在
　 (　 )内は前月対比

　先日、日和佐道路開通プレイベントの下見に同行し
ました。病み上がりの往復6.2㎞はさすがにきつかっ
たです。さて、開通する福井−由岐間ですが、写真（P
２）の先にはトンネルがあり、それを抜けるとすぐ由

岐といった感じです。国道55号にタッチする付近は大きくカーブ
していて規制速度も40㎞ /hですのでご注意ください。プレイベン
トに参加される方は、道路や橋、トンネルに使われている部材を見
学しながら、由岐 IC からの眺めなどをご堪能ください。（山田）

編集室の

窓

７月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市税の口座振替済通知書の送付について
　市県民税（全期）の口座振替済通知書は7月中旬に郵送します。

■国民健康保険税（第２期）
■固定資産税（第２期）
　納期限は、８月１日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課）
７月31日㈰　8:30〜17:00

７月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約） ７日㈭

時 　13:30〜16:30　 
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※８月の予約は７月１日から受付。

行政相談　　　　　 12日㈫・26日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　 22日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 　　　　　13日㈬

時 　13:30〜16:00

所 　福井公民館

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　 　20日㈬

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　５･12・19・26日　 時 　13:00〜17:00

日 　８・22日　 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　 ７日㈭

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※８月の相談日はありません。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　 　　１日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約） 　　21日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育相談　　　　　　 10日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

心配ごと相談 ４日㈪・11日㈪・25日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見 ぶらりまち紀行阿南

開花したササユリと一緒に記念撮影

カベヘラで生育調査をする老人会

島の東部
笹谷から
望む景色

新野高校生と
バイオ球根を
移植する小学生

　

紀
伊
水
道
に
浮
か
ぶ
阿
南
市
の

離
島
・
伊
島
。
初
夏
に
可
憐
な
花

を
咲
か
せ
る
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
の

群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
、
主
に
、

カ
ベ
ヘ
ラ
や
笹
さ
さ
ん
だ
に谷

と
呼
ば
れ
る
生

育
地
や
観
音
、
弁
天
へ
通
じ
る
道

沿
い
で
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

港
か
ら
集
落
を
通
り
抜
け
、
山

道
を
進
む
こ
と
約
30
分
、
観
音
へ

通
じ
る
道
沿
い
に
、
ひ
っ
そ
り
と

咲
く
一
輪
の
サ
サ
ユ
リ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
地
元
の
方
も
心
待
ち
に

し
て
い
た
瞬
間
で
す
。

　

か
つ
て
、
島
の
一
面
が
染
ま
る

ほ
ど
群
生
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
サ
サ
ユ
リ
。
今
で
は
、
生

活
燃
料
の
転
換
の
影
で
そ
の
数
を

減
ら
し
ま
し
た
。

　
「
サ
サ
ユ
リ
は
島
の
宝
。
一
輪

で
も
多
く
の
花
を
咲
か
せ
た
い
」

　

シ
ン
ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
再
生
を

願
い
、
伊
島
中
学
校
で
は
60
年
も

の
間
、
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
今
、
イ
シ
マ
サ
サ
ユ

リ
と
出
会
え
る
場
所
、
そ
れ
は
、

自
然
の
育
み
と
島
の
優
し
さ
が
用

意
し
て
く
れ
た
特
別
席
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

〜地域の輝き〜
イシマササユリを守る（伊島）
「立てば芍薬、座れば牡丹、歩く姿は百合の花」　古くからその美しさと芳香を称えられてきたササユリ
その清楚で美しい姿は、見る人の心を洗い流してくれる
島の厳しい環境に耐え、独自の進化を遂げた島の固有種イシマササユリ
島の宝として守る人々の笑顔とともに、今年も大輪の花を咲かせた

弁天へ通じる道

笹谷

カベヘラ

観
音
へ
通
じ
る
道

伊
島

前
島

棚
子
島

★ ★
★

★

★
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伊島中学校と小学校・老人会・婦人会によるイシマササユリ生育調査（任意調査H16〜）

弁　天 カベヘラ 笹　谷 観　音


